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南
杣
笑
楚
満
人
の
黄
表
紙

─
『
仇
報
孝
行
車
』　

翻
刻
─

木
　
村

　
　
　
薫

は
じ
め
に

　

本
作
品
は
、
南な

ん
せ
ん杣

笑し
ょ
う

楚そ

満ま

人ひ
と

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
敵
討
物
の
黄
表
紙
で
あ
る
。

　

南
杣
笑
楚
満
人
は
、
黄
表
紙
を
中
心
に
執
筆
し
た
戯
作
者
で
、
黄
表
紙
に
お
け
る
敵
討
中
興
の
祖
で
あ
り
、『
敵

か
た
き

討う
ち

義ぎ

女じ
よ
の
は
な
ぶ
さ
英
』（
寛
政

七
年
刊　

南
杣
笑
楚
満
人
作　

歌
川
豊
国
画
）
が
代
表
作
と
さ
れ
て
い
る
。

　

南
杣
笑
楚
満
人
に
つ
い
て
、同
時
代
の
戯
作
者
で
あ
る
曲
亭
馬
琴
は「
文
化
に
至
り
て
敵
討
の
臭
草
紙
流
行
に
よ
り
時
好
に
称
ひ
て
折
々

あ
た
り
作
あ
る
」（『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（

（
（

）
と
し
、
式
亭
三
馬
は
「
敵
討
物
を
著
作
し
て
大
に
行
は
る
」（『
式
亭
雑
記
』（

2
（

）
な
ど
、

敵
討
物
の
流
行
を
担
っ
た
作
者
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
更
に
「
楚
満
人
義
女
の
英
、
大
に
名
あ
り
。
十
余
年
す
た
れ
た
る
か
た
き
打
を

再
興
し
、
是
よ
り
年
々
に
続
出
し
、
文
化
に
至
り
て
大
に
行
は
る
ゝ
は
、
そ
ま
人
の
功
と
云
べ
し
」（
漣
水
散
人
編
『
稗
史
提
要
』（

3
（

）「
楚

満
人
、
義
女
の
英
、
大
に
名
あ
り
、
十
余
年
廃
た
れ
た
る
敵
討
を
再
興
し
、
是
よ
り
年
々
に
続
出
し
、
文
化
に
至
り
て
大
に
行
は
る
ゝ
は
、

楚
満
人
の
功
と
云
べ
し
」（『
戯
作
外
題
鑑
』（

（
（

）「
文
軒
翁
云
、
楚
満
人
『
義
女
の
英
』
大
に
名
あ
り
、
十
余
年
廃
れ
た
る
敵
討
を
再
興
し
、

是
よ
り
年
々
に
続
出
し
、
文
化
に
至
り
て
大
に
行
は
る
ゝ
は
、
楚
満
人
の
功
と
云
ふ
べ
し
」（
漣
水
散
人
編　

大
久
保
葩
雪
増
補
『
増
補

青
本
年
表
』（

（
（

）「
此
作
出
で
ゝ
大
に
行
は
れ
て
よ
り
、
文
化
に
至
り
敵
討
物
の
全
盛
を
極
む
る
に
至
れ
り
、
世
に
楚
満
人
を
黄
表
紙
敵
討
物

の
祖
と
称
す
る
も
畢
竟
是
が
た
め
な
り
」（
朝
倉
無
声
撰
『
新
修
日
本
小
説
年
表
』（

（
（

）「
此
作
非
常
の
大
当
り
で
、
今
後
敵
討
物
が
全
盛
を
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極
め
る
に
至
っ
た
。
故
に
楚
満
人
が
黄
表
紙
敵
討
物
中
興
の
祖
と
称
せ
ら
れ
る
」（
山
崎
麓
編
『
日
本
小
説
書
目
年
表
』（

（
（

）
な
ど
と
『
敵
討

義
女
英
』
を
取
り
上
げ
た
評
は
多
く
、
敵
討
物
中
興
の
祖
と
し
て
広
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
現
代
の
黄
表
紙
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
棚
橋
正
博
氏
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
挙
げ
た
上
で
、『
近
世
物
之
本
江
戸
作

者
部
類
』『
式
亭
雑
記
』
や
『
戯
作
者
撰
集
』（

（
（

（
石
塚
重
兵
衛
編　

天
保
末
期
〜
嘉
永
年
間
成
立
）
な
ど
に
『
敵
討
義
女
英
』
の
名
が
出
な

い
こ
と
を
指
摘
し
、「
む
し
ろ
楚
満
人
の
代
表
作
と
し
て
は
、
文
化
元
年
刊
『
仇
報
孝
行
車
』」（

（
（

が
挙
が
る
と
し
て
い
る
。

　

石
田
元
季
氏
の
『
草
双
紙
の
い
ろ
〳
〵
』（

10
（

、
鈴
木
重
三
氏
の
「
合
巻
物
の
題
材
転
機
と
種
彦
」（

11
（

、
そ
し
て
棚
橋
正
博
氏
の
『
黄
表
紙
総

覧
』（

11
（

に
よ
れ
ば
、『
敵
か
た
き

討う
ち

蟒う
は
ば
み
え
の
き

蛇
榎
』（
文
化
二
年
刊　

南
杣
笑
楚
満
人
作　

歌
川
豊
国
画
）、『
恋
こ
い
の
み
な
と湊
客き
や
く
の
い
り
ふ
ね

入
船
』（
文
政
七
年
刊　

欣
堂
間

人
作　

歌
川
国
丸
画
）、『
富ふ
じ
の
す
そ

士
裾
う
か
れ
の
蝶ち
よ
う
と
り鵆』（
文
政
十
四
年
刊　

柳
亭
種
彦
作　

渓
斎
英
泉
画
）
の
序
文
に
は
、『
仇
報
孝
行
車
』

の
名
が
挙
が
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
敵
討
蟒
蛇
榎
』
で
は
「
去き
よ
ね
ん年
孝か
う
〳行〵
車く
る
まを
作
り
て
世せ
け
ん間
に
評
判
を
轟と
ゝ
ろか
し
」
と
あ
り
、『
恋
湊
客
入
船
』

で
は
「
南
な
ん
せ
ん
し
や
う

杣
笑
楚そ
ま
ひ
と

満
人
復ふ
く
き
う仇
の
種
を
、
孝か
う
〳行〵
車ぐ
る
まに
積つ
ん

で
世よ

に
と
ゞ
ろ
か
し
て
よ
り
」
と
あ
る
。
ど
ち
ら
も
南
杣
笑
楚
満
人
が
世
間
に
評
判

を
轟
か
せ
た
作
品
と
し
て
『
仇
報
孝
行
車
』
の
名
を
挙
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。『
富
士
裾
う
か
れ
の
蝶
鵆
』
に
関
し
て
は
「
孝か
う
〳行〵
車ぐ
る
まの
よ

く
廻
り
し
口く
て
う調
」
と
、
評
判
作
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
作
品
名
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
は
違
い
な
い
。『
仇

報
孝
行
車
』
は
楚
満
人
に
と
っ
て
、『
敵
討
義
女
英
』
に
次
ぐ
人
気
作
品
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

ま
た
、『
仇
報
孝
行
車
』
で
は
、
先
夫
の
敵
と
知
ら
ず
に
そ
の
男
を
後
夫
と
し
て
し
ま
う
女
性
が
登
場
す
る
。
こ
れ
は
、
翌
年
に
刊
行

さ
れ
た
山
東
京
伝
に
よ
る
読
本
の
代
表
作
で
あ
る
『
桜
姫
全
伝　

曙
草
紙
』（
文
化
二
年
刊　

歌
川
豊
国
画
）
と
同
様
の
設
定
で
あ
る
。

京
伝
が
『
仇
報
孝
行
車
』
を
参
考
と
し
た
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、『
曙
草
紙
』
の
女
性
像
を
追
求
す
る
に
当
た
り
、『
仇
報
孝
行
車
』

に
見
ら
れ
る
「
敵
で
あ
る
男
を
そ
う
と
知
ら
ず
に
夫
と
し
て
し
ま
う
女
性
」
と
い
う
構
造
に
つ
い
て
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
そ
の
見
地
か
ら
も
『
仇
報
孝
行
車
』
は
良
い
資
料
の
一
つ
と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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代
表
作
と
し
て
名
高
い
『
敵
討
義
女
英
』
は
既
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
時
代
の
戯
作
者
が
名
を
挙
げ
る
『
仇
報
孝
行
車
』
は

管
見
の
限
り
い
ま
だ
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
。
黄
表
紙
の
作
風
の
変
遷
を
考
え
る
時
、
女
性
と
子
ど
も
を
主
人
公
に
し
た
本
作
の
意
義
は
大

き
い
。
今
後
の
南
杣
笑
楚
満
人
研
究
、
ひ
い
て
は
黄
表
紙
、
草
双
紙
研
究
に
必
須
の
文
献
と
し
て
、
本
作
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

底
本　

専
修
大
学
図
書
館
所
蔵
向
井
信
夫
文
庫

刊
年　

文
化
元
年

画
師　

歌
川
豊
国

版
元　

西
村
与
八

大
き
さ　

中
本
。
十
六
・
六
糎
×
十
二
・
三
糎
。

　
　
　
　

匡
郭　

十
四
・
三
糎
×
十
一
・
二
糎
。

　
　
　
　

前
編
三
巻
十
五
丁
、
後
編
二
巻
十
丁
合
一
冊

表
紙　

茶
色
・
無
地
（
替
表
紙
）。
題
簽
は
左
肩
に
書
き
題
簽
で
「
仇
報
孝

行
車　

全
五
冊
」
と
あ
る
。
ほ
か
に
、
題
簽
の
右
に
「
文
化
元
年　

南
杣
笑

楚
満
人
作　

歌
川
豊
国
画
」
と
の
書
き
入
れ
が
あ
る
。

柱
刻　
「
か
う
〳
〵
く
る
ま　

ぜ
ん
」
一
丁
〜
十
五
丁

　
　
　
　
「
孝
行
車　

の
ち
」
十
六
丁
〜
二
十
五
丁

旧
蔵
印　
「
小
自
在
庵
」（
向
井
信
夫
）

　

今
回
底
本
と
し
て
使
用
す
る
専
修
大
学
図
書
館
蔵
向
井
文
庫
本
は
絵
題
簽
を
欠
く
。
本
作
品
の
絵
題
簽
は
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ

書
誌
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ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー（

11
（

や
国
文
学
研
究
資
料
館（

14
（

所
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
な
ど
で
確
認
で
き
る
。
国
会
図
書
館
本
は
前
編
上
巻
・
下
巻
の
絵
題
簽
が

備
わ
る
。
前
編
中
巻
の
絵
題
簽
は
、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
加
賀
文
庫
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
資
料
で
確
認
）
に
あ
り
、

こ
ち
ら
は
前
編
上
巻
・
中
巻
・
下
巻
が
揃
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
稗
史
叢
』
に
収
録
の
も
の
に
は
後
編
下
巻
の
絵
題
簽
の
み
確
認
で
き
る
。

棚
橋
正
博
『
黄
表
紙
総
覧
』
図
録
編（

11
（

で
は
、
前
編
上
・
中
・
下
、
後
編
下
の
絵
題
簽
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
後
編
上
は
な
い
）。

注（
1
）　
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』
木
村
三
四
吾
編　

昭
和
六
十
三
（1988

）
年　

八
木
書
店

（
1
）　
『
式
亭
雑
記
』『
続
燕
石
十
種
』
所
収　

森
銑
三
・
野
間
光
辰
・
朝
倉
治
彦
監
修　

昭
和
五
十
五
（1980

）
年　

中
央
公
論
社

（
1
）　
『
稗
史
提
要
』『
戯
作
文
芸
論
─
研
究
と
資
料
─
』
所
収
「『
稗
史
提
要
』
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」（『
文
芸
研
究
』
第
七
十
九
集
、
昭

和
五
十
一
（1976

）
年
十
一
月
発
表
）　

広
瀬
朝
光
著　

昭
和
五
十
七
（1891

）
年　

笠
間
書
院

（
4
）　
『
戯
作
外
題
鑑
』『
燕
石
十
種
』
所
収　

森
銑
三
・
野
間
光
辰
・
朝
倉
治
彦
監
修　

昭
和
五
十
五
（1980

）
年　

中
央
公
論
社

（
1
）　
『
増
補
青
本
年
表
』
大
久
保
葩
雪
著
『
新
群
書
類
従 

第
七
』
所
収　

市
島
謙
吉
編　

明
治
三
十
九
（1906

）
年　

国
書
刊
行
会

（
6
）　
『
新
修
日
本
小
説
年
表
』　

朝
倉
亀
三
著　

大
正
十
五
（1916

）
年　

春
陽
堂

（
7
）　
『
改
訂
日
本
小
説
書
目
年
表　

書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
⑥
』　

山
崎
麓
著　

書
誌
研
究
会
改
訂　

昭
和
五
十
二
（1977

）
年　

ゆ
ま
に

書
房

（
8
）　
『
戯
作
者
撰
集
』
広
瀬
朝
光
編　

昭
和
五
十
三
（1978

）
年　

笠
間
書
院

（
9
）　
『
日
本
書
誌
学
大
系
48
（
1
）　

黄
表
紙
総
覧　

中
篇
』「
敵
討
義
女
英
」
項　

棚
橋
正
博
著　

平
成
元
（1989

）
年　

青
裳
堂
書

店
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（
10
）　
『
書
誌
書
目
シ
リ
ー
ズ
㊶　

和
漢
名
著
解
題
選　

第
四
巻　

草
双
紙
の
い
ろ
〳
〵
』　

石
田
元
季
著　

昭
和
三
（1918

）
年
原
本
発

行　

平
成
八
（1996

）
年　

ゆ
ま
に
書
房

（
11
）　
「
合
巻
物
の
題
材
転
機
と
種
彦
」
鈴
木
重
三
著　
『
国
語
と
国
文
学　

第
三
十
八
巻　

第
四
号
』
国
語
と
国
文
学
編
集
部
編　

昭
和

三
十
六
（1961

）
年　

至
文
堂

（
11
）　

注
9
書
『
敵
討
義
女
英
』
項

（
11
）　

国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
（http://dl.ndl.go.jp/

）

（
14
）　

国
文
学
研
究
資
料
館
（https://w

w
w

.nijl.ac.jp/

）

（
11
）　
『
日
本
書
誌
学
大
系　

48
（
1
）　

黄
表
紙
総
覧　

図
録
編
』
棚
橋
正
博
著　

平
成
十
六
年
六
月　

青
裳
堂
書
店

翻
刻
凡
例

一
、
原
文
に
句
読
点
、
濁
点
、
半
濁
点
を
補
い
、
か
つ
意
味
の
通
り
や
す
い
よ
う
に
適
宜
漢
字
に
置
き
換
え
た
。

一
、
漢
字
に
置
き
換
え
た
字
は
、
も
と
の
仮
名
を
振
り
仮
名
と
し
て
付
け
た
。

一
、
原
文
に
本
来
付
い
て
い
た
振
り
仮
名
は
、
右
と
区
別
す
る
た
め
に
（　

）
内
に
い
れ
た
。
た
だ
し
、
序
文
等
、
概
ね
振
り
仮
名
つ
き

の
部
分
は
、
そ
の
旨
を
注
記
し
て
、
原
文
通
り
に
翻
刻
し
た
。

一
、
漢
字
は
置
き
換
え
た
も
の
に
関
し
て
は
、
原
則
と
し
て
新
字
体
を
用
い
た
。
漢
字
仮
名
と
も
、
異
体
・
略
字
体
は
現
行
の
も
の
に
改

め
た
。

一
、「
ミ
」「
ハ
」
は
、
片
仮
名
と
し
て
の
意
識
の
窺
え
る
も
の
の
み
片
仮
名
で
表
記
し
、
他
は
平
仮
名
と
し
て
扱
っ
た
。

一
、
翻
刻
は
見
開
き
面
毎
に
記
し
、
本
文
の
後
に
登
場
人
物
の
台
詞
な
ど
の
書
入
れ
を
「　

」
に
入
れ
て
付
し
た
。
台
詞
の
場
合
は
発
言
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し
て
い
る
登
場
人
物
と
思
わ
れ
る
者
の
名
前
を
「　

」
の
前
に
（　

）
に
入
れ
て
付
し
た
。
書
入
れ
に
つ
い
て
は
右
か
ら
左
へ
の
方
向
に

こ
だ
わ
ら
ず
、
意
味
の
通
り
や
す
い
よ
う
に
並
べ
た
。

一
、
丁
付
け
は
見
開
き
面
を
単
位
と
し
て
丁
の
移
り
の
と
こ
ろ
に
各
々
表
を
「
オ
」、
裏
を
「
ウ
」
と
し
て
付
し
た
。

一
、
た
だ
し
、
見
開
き
の
一
面
が
巻
末
、巻
頭
の
箇
所
（
五
ウ
、
六
オ
な
ど
）
は
、
翻
刻
を
半
丁
ご
と
に
分
離
し
、
そ
の
丁
付
け
を
示
し
た
。

一
、
翻
刻
は
序
か
ら
本
文
の
終
わ
り
ま
で
と
し
た
。

一
、
な
お
、
作
品
の
中
に
は
人
権
に
関
わ
る
用
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
資
料
的
な
性
格
を
考
え
て
原
本
通
り
に
翻
刻
し
た
。

翻
刻

一
オ　
（
振
り
仮
名
は
そ
の
ま
ま
）

普ふ
だ
ら
く

陀
落
の
南み
な
みの
山や
ま

に
、
杣そ
ま
き木
こ
る
い
と
ま
趣し
ゆ
こ
う向
の
種た
ね

を
、
真ま

熊く
ま
の野
の

温い
で
ゆ泉
に
あ
み
出
し
、
艶ゑ
ん
れ
い麗
淫い
ん
じ
ゃ邪
の
稗あ
を
ほ
ん史
作さ
く
し
や者
が
、
通つ
う
ふ
う風
の
陳ち
ん
あ痾
を
治じ

し
て
、
た
ゞ
一ひ
と
ま
わ
り回に
即そ
く
こ
う功
あ
る
、
因ゐ
ん
ぐ
は果
報ほ
う
お
う應
の
か
た
輪わ

車ぐ
る
まを
つ
く
り

ひ
い
て
、
聖せ
い
け
ん賢
の
域い
き

に
い
れ
ん
と
す
。
そ
の
斧お
の

の
音お
と

丁と
う

々〳
〵

と
し
て
、

我わ
れ

に
序じ
よ

を
も
と
む
る
こ
ゑ
あ
り
。
展て
ん
く
は
ん巻
し
て
手し
ゆ
だ
ん段
を
み
れ
ば
、
殆
ほ
と
ん
ど、

斧ふ

か柯
を
く
だ
し
つ
べ
し
。
嗚あ

呼ゝ
、
楚そ
ま
ひ
と

満
人
は
観
く
は
ん
ゑ
き奕
道ど
う
じ
ん人
の
流る
ひ
あ亜
な
る

も
の
歟
、
勧く
は
ん
て
う懲に
益ゑ
き

あ
る
を
も
て
い
さ
ゝ
か
と
と
ぶ
さ
に
題だ
い

し
て
木き

［
一
オ
］
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ま
つ
り
の
祭さ
い
も
ん文
に
か
ふ
る
と
い
ふ
。

甲
子
正
月　
　

狂
歌
堂
四
方
真
顔

「
前
編
三
冊
」

一
ウ
・
二
オ

常ひ
た
ち
の
く
に

陸
国
、
松
倉く

ら

と
か
や
い
ふ
所と

こ
ろに

、
相あ

い
ば
ら原

五
郎
太
夫
と
い
へ
る
郷が

う
し士

あ
り
。
先せ
ん
ぞ祖
は
由ゆ
い
し
よ緒
あ
る
も
の
に
て
、
人
に
敬う
や
まは
れ
家い
へ

富と

み
栄さ
か

へ
け

る
。
し
か
る
に
五
郎
太
夫
、
本ほ
ん
さ
い妻
は
あ
り
な
が
ら
、
お
さ
い
と
い
へ

る
女お
ん
なに
馴な

れ
初そ

め
、
別べ
つ
さ
う荘
に
置お

き
て
通か
よ

ひ
け
る
。
此
お
さ
い
が
腹は
ら

に

男な
ん
し子
一
人
産む

ま
れ
、
喜
之
松
と
名な

づ付
け
け
る
。
段だ
ん
〳
〵々

成せ
い
て
う長
し
て
今こ
と
し年

十
才
に
な
り
、
五
郎
太
夫
い
ま
だ
子
な
け
れ
ば
、
寵て
う
あ
い愛
甚は
な
はだ
し
。
さ

れ
ど
も
、
五
郎
太
夫
事
元も
と

は
他た

の
家い
へ

よ
り
来き

た
り
、
本ほ
ん
さ
い妻
の
照て
り
は葉
は

家い
へ

の
娘む
す
め
な
れ
ば
、
喜
之
松
を
我わ

が
方か
た

へ
呼よ

び
取と

り
が
た
く
、
又
、

照て
り
は葉
は
此
事
を
と
く
よ
り
知し

る
と
い
へ
ど
も
、
嫉し
つ
と妬
の
心こ
ゝ
ろは
か
つ
て

な
く
、
夫お
つ
とが
心
こ
ゝ
ろ

遣づ
か

ひ
を
せ
ん
か
、
と
わ
ざ
と
知し

ら
ぬ
体て
い

に
て
居い

た
り

け
る
。
ま
た
、
勝
之
介
と
い
へ
る
子こ

が飼
い
の
家け
ら
ひ来
あ
り
。
こ
れ
は
元も
と

捨す

て
子ご

に
て
、
先せ
ん
ね
ん年
五
郎
太
夫
が
家い
へ

の
門も
ん

の
前ま
へ

に
泣な

き
ゐ
た
り
け
る

［
一
ウ
・
二
オ
］
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を
、
不ふ
び
ん憫
な
る
事
に
思お
も

ひ
て
拾ひ
ろ

い
と
り
育そ
だ

て
、
も
は
や
十
五
才
に
な

り
、
心
賢か
し
こき
者も
の

ゆ
へ
家け
ら
い来
と
な
し
、
五
郎
太
夫
夫ふ
う
ふ婦
の
気き

に
入い

り
な

り
け
る
。

（
勝
之
介
）「
手て

も盛
り
と
致い
た

し
ま
せ
う
」

（
勝
之
介
）「
旦だ

ん
な那
の
お
供と
も

で
は
美む

ま味
い
も
の
が
食く

は
れ
る
」

（
お
さ
い
）「
今こ
ん

日
は
何な
に

も
珍め
づ
らし
い
も
の
も
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
」

（
五
郎
太
夫
）「
左
ひ
だ
り

酌じ
ゃ
くで
、わ
し
を
七
日
酔よ

は
せ
る
か
、ヲ
ヽ
よ
し
〳
〵
」

（
喜
之
松
）「
お
父と
ゝ

様さ
ま

た
ん
と
あ
が
つ
て
お
酔よ

ひ
な
さ
れ
ま
す
な
」

（
五
郎
太
夫
）「
こ
れ
清き
よ
が書
き
は
ど
ふ
じ
や
、
俺お
れ

に
見み

せ
ぬ
か
」

二
ウ
・
三
オ

こ
ゝ
に
鎌か
ま
く
ら倉
の
浪ら
う

人
、
小お
た
む
ら

田
村
伊
介
と
い
ふ
者も
の

、
五
郎
太
夫
が
方か
た

へ

心
安や
す

く
来き

た
り
け
る
が
、
五
郎
太
夫
が
本ほ
ん
さ
い妻
照て
り
は葉
は
三
十
才
ば
か
り

に
て
、
至い
た

つ
て
美う
つ
くし
き
生む

ま
れ
な
る
に
、
恋れ
ん
ぼ慕
し
て
様さ
ま
〳
〵々

心
を
尽つ

く

し
け
れ
ど
も
、
照て
り
は葉
は
一い
つ
た
い体
、
操
み
さ
ほ

正た
ゞ

し
き
女
な
れ
ば
靡な
び

く
気け
し
き色
さ
ら

に
な
し
。
す
べ
き
様や

ふ

な
か
り
し
が
、
五
郎
太
夫
事
は
入い

り
婿む
こ

な
り
と

聞き

きゝ
、
照て
り
は葉
に
嫉し
つ
と妬
を
勧す
ゝ

め
て
夫ふ
う
ふ
な
か

婦
仲
を
悪あ

し
く
さ
せ
、
追お

ひ
出い
た

さ

［
二
ウ
・
三
オ
］
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せ
ん
と
、
お
さ
い
が
事
を
様さ
ま
〴
〵々

に
焚た

き
付つ

け
け
れ
ど
も
、
少す
こ

し
も

悋り
ん
き気
の
色い
ろ

見み

へ
ね
ば
、
仕し
か
た方
な
く
口
よ
り
出で
し
だ
い

次
第
に
、
お
さ
い
は
他ほ
か

に
男お
と
こあ
つ
て
、
五
郎
太
夫
を
殺こ
ろ

し
、
誰た
れ

憚は
ゞ
から
ず
夫ふ
う
ふ婦
に
な
ら
ん
と
企た
く

む
な
り
。
そ
れ
を
毎ま
い
や夜
〳
〵
通か
よ

ふ
、
五
郎
太
夫
こ
そ
不ふ
び
ん憫
な
り
、
な

ぞ
と
あ
ら
ぬ
事
を
な
ら
べ
た
て
ゝ
言い

へ
共
、
照て
り
は葉
は
、
い
か
で
さ
る

事
あ
る
べ
き
、
と
心
を
落お

ち
着つ

け
、
色い
ろ

に
も
出い
だ

さ
ね
ば
、
伊
介
も

詮せ
ん
か
た方

尽つ

き
、
此
上う

へ

は
い
か
に
も
謀

は
か
り

事
を
も
つ
て
靡な

び

け
ん
、
と
悪あ

く
し
ん心

を

起お

こ
す
。

（
伊
介
）「
そ
ふ
い
ふ
水み
づ

く
さ
い
男お
と
こに
、
心し
ん
じ
う中
を
立た

て
る
と
は
当た
う
せ
い世
で

な
い
ぜ
。
ま
だ
〳
〵
き
く
と
吃び
つ
く
り驚
な
話は
な
しが
あ
り
さ
。
心
得へ

の
為た
め

に
よ

く
聞き

い
て
お
き
な
よ
」

（
照
葉
）「
イ
ヘ
〳
〵
何な
ん

と
仰
お
つ
し
やつ
て
も
悋り
ん
き気
嫉し
つ
と妬
は
嗜た
し
な
み
、
何な
ん

と
も

存ぞ
ん
じ知
ま
せ
ぬ
」

（
伊
介
）「
野や

ぼ暮
め
〳
〵
そ
れ
は
つ
ま
ら
ぬ
」

（
お
か
や
）「
ヲ
ヤ
〳
〵
、
ご
新し
ん
ぞ造
と
し
や
う
寝ね

を
し
た
が
る
そ
ふ
だ
、

ほ
う
や
ほ
う
」

三
ウ
・
四
オ

［
三
ウ
・
四
オ
］
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小お
た
む
ら

田
村
伊
介
つ
く
〴
〵
思
ひ
け
る
は
、所し
よ
せ
ん詮
照て
り
は葉
に
夫お
つ
とあ
る
う
ち
は
、

我わ

が
心
に
従し
た
がふ
ま
じ
。
密ひ
そ

か
に
五
郎
太
夫
を
失う
し
なは
ば
や
、
と
心
掛が

け

し
が
、
あ
る
夜よ

、
五
郎
太
夫
た
ゞ
一
人
手て
ぢ
や
う
ち
ん

提
灯
に
て
、
お
さ
い
が
方か
た

へ
行ゆ

く
を
見み

て
、
良よ

き
時じ
せ
つ節
と
後あ
と

を
慕し
た

ひ
来き

た
り
、
何な
に

心
な
く
門か
ど
く
ち口

へ
入い

ら
ん
と
す
る
所と
こ
ろを
、
伊
介
走は
し

り
か
か
り
、
後う
し

ろ
よ
り
袈け

さ

が
裟
懸
け

に
乳ち

の
下し
た

ま
で
斬き

り
下さ

ぐ
れ
ば
、
五
郎
太
夫
、
は
つ
と
ば
か
り
に
そ

の
ま
ゝ
息い
き

は
絶た

へ
た
り
け
る
。
し
済す

ま
し
た
り
、
と
伊
介
は
後あ
と

を
も

見み

ず
逃に

げ
失う

せ
け
る
。
こ
の
物も
の
お
と音
に
驚お
ど
ろき
、
お
さ
い
親お
や
こ子
灯あ
か

り
を
持も

つ
て
立た

ち
出い

で
、
此
体て
い

を
見み

て
驚お
ど
ろき
嘆な
げ

く
事
、
大お
ふ
か
た方
な
ら
ず
、
呆あ
き

れ

果は

て
た
る
ば
か
り
な
り
。

（
お
さ
い
）「
何と
な
た方
様
で
ご
ざ
り
ま
す
へ
」

（
五
郎
太
夫
）「
俺お
れ

じ
や
〳
〵
」

（
伊
介
）「
お
の
れ
五
郎
太
夫
め
、
今い
ま

に
真ま

つ
二ふ
た

つ
に
し
て
、
俺お
れ

は

照て
り
は葉
を
口く

ど説
き
お
と
し
、
お
か
み
様
に
し
て
ち
ん
〳
〵
か
も
だ
は
」

（
伊
介
）「
と
は
言い

ふ
も
の
ゝ
、
ち
つ
と
剣け
ん
の
ん呑
で
気き

み味
が
悪わ
る

ひ
や
ふ
だ
」

四
ウ
・
五
オ

［
四
ウ
・
五
オ
］
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此
事
、
早さ
つ
そ
く速
本ほ
ん
け家
へ
知し

ら
せ
け
れ
ば
、
照て
り
は葉
聞き

い
て
大
き
に
驚お
ど
ろ
き
、

急い
そ

ぎ
駆か

け
つ
け
夫お
つ
との
死し
が
い骸
を
見み

て
、
泣な

き
悲か
な

し
み
け
れ
ど
も
、
何な
に
も
の者

のゝ
仕し
は
さ業
共
知し

れ
ず
、
又
証せ
う
こ拠
も
な
し
、
さ
て
は
か
ね
〳
〵
伊
介
が

言い

いゝ
し
に
違ち
が

ひ
な
く
、
お
さ
い
が
隠か
く

し
男お
と
この
業わ
ざ

な
ら
ん
、
と
大お
ゝ

き
に

怒い
か

り
、
お
さ
い
親お
や
こ子
を
さ
ま
〳
〵
問と

い
し
が
、
お
さ
い
は
元も
と

よ
り
身

に
か
つ
て
覚お
ぼ

へ
な
き
事
な
れ
ば
何な
に

と
答こ
と

ふ
べ
き
言こ
と
ば葉
も
な
く
、
た
ゞ

ひ
れ
伏ふ

し
て
泣な

き
ゐ
た
り
。
照て

り
は葉

は
な
を
〳
〵
怒い

か

り
、
し
ぶ
と
き
女

お
ん
な

か
な
、
と
家け
ら
い来
に
言い

いゝ
つ
け
、
親お
や
こ子
を
厳き
び

し
く
縛い
ま
しめ
、
我わ

が
家や

へ
引ひ

か
せ
、
泣な

く
〳
〵
夫お
つ
との
死し
が
い骸
を
取と

り
片か
た
つ付
け
、
そ
れ
〴
〵
の
野の

べ辺
送お
く

り
を
営い
と
な
み
、
悲か
な

し
み
に
つ
け
て
も
、
お
さ
い
が
憎に
く

さ
無む
ね
ん念
〳
〵
と
、

怒い
か

り
し
は
、
お
さ
い
は
知し

ら
ぬ
事
な
が
ら
、
理
こ
と
わ
りに
て
ぞ
あ
り
け
る
。

（
照
葉
）「
今
ま
で
わ
し
が
悋り
ん
き気
せ
ぬ
心
の
義ぎ

り理
も
な
く
、
隠か
く

し
男お
と
こと

添そ

は
ふ
と
企た
く

ん
で
、
此
や
ふ
な
事
を
し
や
つ
た
の
ふ
」

（
お
さ
い
）「
も
ふ
〳
〵
勿も
つ
た
い体
な
い
、
私
わ
た
く
しが
な
ん
と
し
て
左さ
や
う様
な
悪あ
く
じ事

を
致い
た

し
ま
せ
ふ
。
そ
の
思
し
召め

し
は
お
許ゆ
る

し
下く
だ

さ
り
ま
せ
」

（
勝
之
介
）「
口く
ち
お惜
し
や
、
何な
に
も
の者
のゝ
仕し
は
ざ業
じ
や
」

五
ウ

［
五
ウ
・
六
オ
］
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か
く
て
、
照て
り
は葉
は
女
お
ん
な

心
の
一ひ
と
す
じ筋
に
、
お
さ
い
が
仕し
は
ざ業
と
思お
も

ひ
し
か
ば
、
夫お
つ
との
仏ぶ
つ
じ事
は
そ
こ
〳
〵
に
毎ま
い
に
ち日
〳
〵
お
さ
い
親お
や
こ子
を
引ひ

き
出い
だ

さ
せ
、

様さ
ま
〴
〵々

拷が
う
も
ん問
し
た
り
け
る
。
親お
や
こ子
は
た
ゝ
夢ゆ
め

の
心こ
ゝ
ち地
に
て
泣な

く
よ
り
他ほ
か

、
答こ
た

へ
も
せ
ざ
り
し
か
ば
、
あ
ま
り
に
問と

い
か
ね
て
、
湯ゆ
み
づ水
を
与あ
た

へ

ず
塩し

ほ

責ぜ

め
に
ぞ
し
た
り
け
る
。

（
お
さ
い
）「
な
さ
け
な
い
、
ど
ふ
ぞ
此
子
ば
か
り
は
お
許ゆ
る

し
下く
だ

さ
り
ま
せ
」

（
喜
之
松
）「
イ
エ
〳
〵
私わ

た
く
しを
責せ

め
て
母か
ゝ

様さ
ま

を
堪か
ん
に忍
し
て
下
さ
り
ま
せ
」

（
照
葉
）「
イ
ヤ
ノ
ウ
情な
さ

け
な
い
と
は
其そ
な
た方
の
事
、
尋じ
ん
ぜ
う常
に
白は
く
じ
や
う状し
や
。
そ
の
子こ

も
大お
ふ
か
た方
隠か
く

し
男お
と
この
種た
ね

て
あ
ら
ふ
。
苦く
る

し
い
切せ
つ

な
い
目め

を
せ

ぬ
う
ち
、
早は
や

く
言い

ふ
て
し
ま
ふ
が
よ
い
。
あ
の
ま
ざ
〳
〵
し
い
顔か
ほ

わ
い
の
ふ
。
呆あ
き

れ
て
涙な
み
だも
出て

ぬ
わ
い
や
い
」

六
オ

お
さ
い
喜
之
松
は
、
我わ

が
身
に
覚お
ぼ

へ
な
き
疑う
た
がい
を
受う

け
て
言い
ゝ
は
け

い
訳
立た

たゝ
ず
、
蜘く

も

で
蛛
手
結ゆ

ふ
た
る
檻お
り

の
内う
ち

に
入い

れ
ら
れ
、
塩し
ほ
ぜ責
め
に
あ
い
、

も
は
や
命い
の
ちも
失う
し
なは
れ
ん
と
し
け
る
に
、
今こ
と
し年
十
才
の
喜
之
松
、
泣な

く
泣な

く
母は
ゝ

に
言い

いゝ
け
る
は
、
か
く
毎ま
い

日
〳
〵
責せ

め
ら
れ
て
、
責せ

め
殺こ
ろ

さ

れ
ん
に
は
是ぜ

ひ非
な
け
れ
ど
も
、
我わ
れ

は
父ち
ゝ

五
郎
太
夫
の
敵か
た
きを
尋た
づ

ね
出い
だ

し
、
此
恨う
ら

み
を
晴は

ら
さ
ん
と
思お
も

ふ
ゆ
へ
、
甚は
な
はだ
命い
の
ちを
惜お

し
む
な
り
。
い

か
に
も
し
て
此
所と
こ
ろを
忍し
の

び
出い

で
ん
と
工く
ふ
う夫
し
置を

き
た
り
、
我わ
れ

と
一い
つ
し
よ緒
に
逃に

げ
給
へ
、
と
勧す
ゝ

む
れ
ば
母は
ゝ

は
、
愚お
ろ

か
な
る
事
を
い
ふ
も
の
か
な
、

如い
か何ゞ
し
て
逃の
が

れ
ら
る
べ
き
、
例た
と

へ
逃の
が

れ
出い
づ

る
共
、
我わ
れ

は
足あ
し
で手
ま
と
い
な
る
べ
し
、
一ひ
と
り人
逃に

げ
よ
、
と
申も
ふ

し
け
る
。

（
喜
之
松
）「
ど
う
で
責せ

め
殺こ
ろ

さ
れ
る
命い
の
ち、
逃の
が

る
ゝ
だ
け
逃に

げ
て
み
や
ふ
」

（
お
さ
い
）「
ど
う
し
て
逃に

が
ぞ
ふ
ぞ
、
見み

つ付
け
ら
れ
た
ら
尚な
を

憂う

き
目め

、
悲か
な

し
や
〳
〵
」



3（　南杣笑楚満人の黄表紙

六
ウ
・
七
オ

座ざ
し
き敷
の
内う
ち

に
仮か
り

に
拵こ
し
ら
へ
た
る
所と
こ
ろ
な
れ
ば
、
番ば
ん

の
者も
の

寝ね

い入
る
を
窺う
か
ゞ
い
、

喜
之
松
内う
ち

に
て
畳た
ゝ
み
を
上あ

げ
根ね

だ太
板い
た

を
離は
な

し
、
縁ゑ
ん

の
下し
た

へ
潜む
ぐ

り
込こ

み
、

早は
や

く
母は
ゝ

に
も
入は
い

り
給
へ
、
と
勧す
ゝ

む
る
ゆ
へ
、
お
さ
い
も
、
と
か
ふ
し

て
縁ゑ
ん

の
下
へ
降お

り
床ゆ
か

の
下し
た

を
潜く
ゞ

り
、
壁か
べ

を
壊こ
ぼ

ち
、
木こ
ま
い舞
を
崩く
づ

し
、

下し
た
み見

板
を
離は

な

し
て
、
や
ふ
〳
〵
家い

へ

の
外そ

と

へ
出い

で
ゝ
、
あ
ら
嬉う

れ

し
や
と

一ひ
と
い
き息
ほ
つ
と
つ
き
け
れ
ど
も
、
こ
ゝ
は
構か
ま

へ
の
内う
ち

な
れ
ば
、
ま
た

総そ
う
べ
い塀
あ
つ
て
、
忍し
の

ひ
返が
へ

し
厳き
び

し
く
越こ

へ
べ
き
様よ
ふ

は
な
か
り
け
る
。
さ

れ
ど
も
喜
之
松
は
子こ
ど
も供
の
事
な
れ
ば
、
側そ
ば

な
る
松ま
つ

の
木き

に
さ
ら
〳
〵

と
登の
ぼ

り
、
塀へ
い

の
上う
へ

に
上あ

が
り
忍し
の

び
返が
へ

し
を
押お

し
破や
ぶ

り
、
母は
ゝ

を
招ま
ね

き
、

早は
や

く
〳
〵
、
と
急せ

き
立た

つ
る
。
お
さ
い
も
恐お
そ

ろ
し
な
が
ら
震ふ
る

へ
〳
〵

や
ふ
〳
〵
と
塀へ
い

の
上う
へ

ま
で
登の
ぼ

り
し
は
危あ
や

う
く
こ
そ
は
見み

へ
た
り
け

る
。

（
番
の
者
）「
ご
う
〳
〵
ふ
う
」

（
番
の
者
）「
む
に
や
〳
〵
」

（
喜
之
松
）「
サ
ア
〳
〵
早は
や

く
逃に

げ
ま
せ
ふ
。
あ
い
ら
が
目め

の
覚さ

め
ぬ

う
ち
だ
」

［
六
ウ
・
七
オ
］
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（
お
さ
い
）「
ア
ヽ
恐お
そ

ろ
し
や
〳
〵
、
そ
れ
な
ら
ば
ま
づ
我わ

が
身み

先さ
き

へ

入は
い

り
や
」

七
ウ
・
八
オ

ま
た
そ
の
塀へ
い

の
外そ
と

に
八
尺し
や
くば
か
り
の
堀ほ
り

あ
つ
て
、
越こ

ゆ
べ
き
様よ
ふ

は
な

か
り
け
る
。
喜
之
松
、
母は
ゝ

に
、
此
通と
お

り
に
飛と

び
給
へ
、
と
向む

か
ふ
へ

ひ
ら
り
と
飛と

び
に
け
る
。
お
さ
い
は
見
る
も
危あ
や

う
く
震ふ
る

へ
け
る
を
、

喜
之
松
下し
た

よ
り
早は
や

く
〳
〵
、
と
焦あ
せ

り
け
れ
ば
、
お
さ
い
も
今い
ま

は
命い
の
ちが

け
、
死し

ぬ
る
が
た
か
と
眼ま
な
こを
塞ふ
さ

ぎ
、
観く
は
ん
ね
ん念し
て
思お
も

ひ
切き

つ
て
飛と

び
越こ

へ
け
る
。

お
さ
い
塀へ
い

の
上う
へ

よ
り
飛と

ぶ
事
は
飛と

び
け
れ
ど
も
、
駒こ
ま
よ
せ寄
の
石い
し

に
て
し

た
ゝ
か
に
腰こ
し

を
打う

ち
て
動う
こ

く
事
叶か
な

わ
ず
、
喜
之
松
焦あ
せ

り
手て

を
持も

つ
て

引ひ

き
立た

つ
れ
ど
、
子こ
ど
も供
の
力ち
か
ら、
捗は
か
どら
ず
、
母は
ゝ

は
泣な

く
〳
〵
、
我わ
れ

を
ば

こ
ゝ
に
捨す

て
置お

ひ
て
早は
や

く
落お

ち
よ
。
な
ま
な
か
母は
ゝ

を
捨す

て
か
ね
て
、

二
人
な
が
ら
捕と

ら
え
ら
れ
、
憂う

き
目め

を
見み

せ
て
た
も
る
な
、
と
言い

ふ

に
、
喜
之
松
、
途と

ほ
う方
に
暮く

れ
て
い
た
り
け
る
。
こ
ゝ
に
源
次
兵
衛
と

い
ふ
者も
の

通と
を

り
か
ゝ
り
、
始し
ゞ
う終
見
い
た
り
し
が
、
あ
ま
り
の
事
に
愛い
と

お

［
七
ウ
・
八
オ
］
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し
と
て
、
こ
な
た
へ
来き

た
り
給
へ
、
と
お
さ
い
を
肩か
た

に
引ひ

き
掛か

け
、

人
な
き
所
へ
連つ

れ
行ゆ

き
け
る
。

（
喜
之
松
）「
サ
ア
〳
〵
母か

ゝ

様さ
ま

、
人
の
見み

ぬ
う
ち
、
早は
や

く
こ
ゝ
へ
飛と

び

な
〳
〵
」

（
お
さ
い
）「
の
ふ
怖こ
は

や
、
な
ん
と
し
や
う
」

（
喜
之
松
）「
そ
ふ
手て

ま間
が
取と

れ
て
は
悪わ
る

ひ
わ
な
」

八
ウ
・
九
オ

源
次
兵
衛
は
喜
之
松
お
さ
い
に
、
何い
づ
く処
へ
心
ざ
し
て
行ゆ

く
ぞ
、
と
問と

ふ
に
、
さ
し
あ
た
つ
て
当あ

て
も
な
く
如い
か何ゞ
せ
ん
、
と
言い

へ
ば
、
思お
も

ふ

に
後あ
と

よ
り
追お

つ
手て

か
ゝ
る
べ
し
、
上か
う
づ
け野
の
方か
た

へ
落お

ち
給
へ
、
他た

の

領り
や
う
ふ
ん
分
な
れ
は
、
た
ち
忍し
の

ぶ
に
良よ

か
る
べ
し
、
本ほ
ん
み
ち道
は
人
目め

多お
ゝ

し
、
山

道み
ち

難な
ん

所
な
れ
共
、
追お

い
手て

の
気き
づ
か遣
ひ
な
し
。
道み
ち

の
知し

れ
る
所と
こ
ろま
で
送お
く

り
て
や
ら
ん
、
と
甲か

い斐
甲　
〳
〵
　斐
し
く
お
さ
い
を
負お

ぶ
ひ
て
、
細ほ
そ

道
な
る

山
坂さ
か

を
三
里
ば
か
り
ぞ
送お
く

り
け
る
。や
ふ
〳
〵
か
の
山や
ま

を
う
ち
越こ

へ
、

こ
ゝ
は
は
や
国く

に
ざ
か
ひ境な
り
、
と
辺あ
た

り
の
家い
へ

よ
り
筵む
し
ろを
尋た
づ

ね
出い
だ

し
、
縄な
は

を

結ゆ

ひ
つ
け
、
そ
の
上う
へ

に
お
さ
い
を
乗の

せ
、
こ
れ
を
引ひ

き
づ
り
て
行ゆ

く

［
八
ウ
・
九
オ
］
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べ
し
、
と
喜
之
松
に
教お
し

へ
て
別わ
か

れ
け
る
。
喜
之
松
喜よ
ろ
こび
源
次
兵
衛
を

伏ふ

し
拝お
が

み
、
教お
し

へ
の
如ご
と

く
引ひ

き
づ
り
〳
〵
、
当あ

て
も
な
く
急い
そ

ぎ
け
る
。

（
喜
之
松
）「
ア
ヽ
く
た
び
れ
た
」

（
お
さ
い
）「
喜
之
松
早は
や

く
お
じ
や
よ
」

（
源
次
兵
衛
）「
ア
ヽ
心
が
せ
く
」

九
ウ
・
十
オ

小お
た
む
ら

田
村
伊
介
は
相あ
い
ば
ら原
五
郎
太
夫
か
死し

しゝ
た
る
後の
ち

、
随ず
い
ぶ
ん分
親し
ん
せ
つ切
に
見み

せ

か
け
様さ
ま
〳
〵々

世せ

は話
を
ぞ
焼や

き
た
り
け
る
。
さ
て
も
五
郎
太
夫
が
妻つ
ま

照て
り
は葉

は
、
夫お
つ
とが
横わ
う
し死
に
遭あ

ひ
、
元も
と

よ
り
子
も
な
く
相あ
い
ば
ら原
の
家い
へ

断だ
ん
ぜ
つ絶
せ
ん
と

し
け
る
を
悲か
な

し
み
、
親し
ん
ぞ
く族
の
者も
の

共
段だ
ん
〳
〵々

勧す
ゝ

め
し
か
ば
、
否い
な

み
難が
た

く
、

又ま
た

の
夫つ
ま

を
迎む
か

へ
ば
や
と
相さ
う
だ
ん談
極き
は

ま
り
、
そ
れ
に
つ
き
小お
た
む
ら

田
村
が
此
程ほ
ど

の
親し
ん
せ
つ切
、
言こ
と
ば葉
に
述の

べ
難が
た

し
、
と
思
ひ
、
伊
介
こ
そ
然し
か

る
べ
し
、
と

談だ
ん
か
う合
し
て
日
を
選え
ら

み
祝し
う
げ
ん言
を
ぞ
し
た
り
け
る
。
照て
り
は葉
は
先せ
ん
ぞ祖
の
家か
め
い名

断だ
ん
ぜ
つ絶
を
悲か
な

し
み
後の
ち
ぞ
へ添
を
入い

れ
し
は
道だ
う
り理
な
れ
ど
も
、
操
み
さ
ほ

正た
ゞ

し
き
貞て
い
し
ん心

に
て
、
夫つ

ま

の
敵か
た
き
と
は
夢ゆ
め

に
も
知し

ら
ず
、
伊
介
を
又ま
た

の
夫
お
つ
と

とゝ
せ
し
事
、

神か
み

な
ら
ぬ
身
と
は
言い

いゝ
な
が
ら
口く
ち
お惜
し
か
り
け
る
次し
だ
ひ第
な
り
。

［
九
ウ
・
十
オ
］
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（
伊
介
）「
ヤ
レ
〳
〵
嬉う
れ

し
や
〳
〵
思
ひ
の
ま
ゝ
じ
や
」

（
勝
之
介
）「
去さ

る
者も
の

は
日ひ

ゞ々

に
疎う
と

し
と
は
、
よ
ふ
言い

ふ
た
も
の
じ
や
。

ホ
イ
こ
れ
は
愚ぐ

ち痴
じ
や
。
め
で
た
い
〳
〵
」

（
伊
介
）「
や
れ
も
〳
〵
骨ほ
ね

を
折お

つ
た
。
め
で
た
い
〳
〵
」

十
ウ

か
く
て
喜
之
松
は
母は
ゝ

お
さ
い
を
引ひ

き
づ
り
〳
〵
、
兎と
か
く角
し
て
上か
う
づ
け野
の

国こ
く
ふ府
に
着つ

き
け
れ
ど
も
、
知し

る
人
と
て
も
あ
ら
ざ
れ
ば
、
此こ

処ゝ
彼か
し
こ処

彷さ
ま
よ徨
ひ
食し
よ
く
も
つ物を
乞こ

ひ
て
母は
ゝ

を
養や
し
ない
け
れ
ば
、
里さ
と
び
と人
見み

て
、
そ
の
孝か
う
〳行〵

な
る
を
憐あ
は

れ
み
、
村む
ら
は
づ外
れ
に
小こ

や屋
を
作つ
く

り
て
入い

れ
お
き
、
ま
た
、
い

さ
り
車く
る
まを
拵こ
し
らへ
て
与あ
た

へ
し
か
ば
、
大お
ふ

き
に
喜よ
ろ
こび
毎ま
い

日
〳
〵
此く
る
ま車
に
母は
ゝ

を
乗の

せ
、
そ
の
綱つ
な

を
引ひ

い
て
歩あ
る

き
、
物も
の

を
乞こ

ひ
、
諸し
よ
に
ん人
の
憐あ
は

れ
み
を

受う

け
、
こ
れ
に
て
三み
と
せ年
を
過す

ご
し
け
る
。
心
の
内う
ち

ぞ
憐あ
は

れ
な
り
。

（
お
さ
い
）「
ご
合か
う
り
よ
く力を
お
願ね
が

ひ
」

（
通
行
人
）「
ヤ
レ
〳
〵
可か
あ
い
そ
ふ

哀
想
に
、
奇き
ど
く特
な
も
の
だ
」

（
喜
之
松
）「
ハ
イ
〳
〵
有あ

り
が
た難
ふ
存そ
ん
じ知
ま
す
る
」

［
十
ウ
・
十
一
オ
］
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十
一
オ

喜
之
松
お
さ
い
、
あ
る
時と
き

、
秋あ
き

の
大
雨あ
め

に
あ
い
、
凌し
の

が
ん
為た
め

、
大た
い
ぼ
く木

の
元も
と

に
車く
る
まを
寄よ

せ
て
晴は

れ
間ま

を
待ま

ち
し
が
、
折
節
大
勢ぜ
い

雨あ
ま
や
ど宿
り
し
た

る
そ
の
中な

か

に
修
し
ゆ
ぎ
や
う行
山
伏ふ
し

、
お
さ
い
が
車く
る
ま
に
乗の

り
た
る
を
見み

て
、
酒さ
け

機き
げ
ん嫌
な
れ
ば
錫し
や
く
で
う杖を
振ふ

り
て
、
小お
ぐ
り栗
の
祭さ
い
も
ん文
を
読よ

み
け
れ
ば
、
喜
之

松
聞き

く
に
小お
ぐ
り栗
の
餓が
き
や
み

鬼
病
、
熊く
ま
の野
のゝ
本ほ
ん
ぐ
う宮
の
湯ゆ

に
て
癒い

へ
た
り
と
言い

ふ
よ
り
心
付づ

き
、
我わ
れ

も
そ
の
湯ゆ

へ
母は
ゝ

を
入い

れ
て
本ほ
ん
ぶ
く復
さ
せ
た
く
、

熊く
ま
の野
へ
行ゆ

か
ん
と
思お
も

ひ
立た

ち
け
る
。

（
山
伏
）「
さ
る
ほ
ど
に
、
照て
る
て
の
ま
へ

手
前
、
小お
ぐ
り栗
殿ど
の

と
は
つ
ゆ
知し

ら
ず
、

餓が

き鬼
や
み
車く
る
まを
引ひ

く
ほ
ど
に
」

（
通
行
人
）「
降ふ

る
は
〳
〵
こ
れ
は
た
ま
ら
ぬ
」

十
一
ウ
・
十
二
オ

さ
て
も
喜
之
松
は
小お
ぐ
り栗
の
祭さ
い
も
ん文
を
聞き

きゝ
し
よ
り
、
何
と
ぞ
母は
ゝ

を
そ
の

熊く
ま
の野
のゝ
温お
ん
せ
ん泉
に
入い

れ
て
、
抜ぬ

け
た
る
腰こ
し

を
元も
と

の
如ご
と

く
に
せ
ん
も
の
、

と
幼
お
さ
な

心
の
一ひ
と
す
じ筋
に
色い
ろ
〳
〵々

心
を
尽つ

く
し
け
る
。
所し
よ
せ
ん詮
家い
へ

も
な
き
親お
や
こ子
、

［
十
一
ウ
・
十
二
オ
］
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人
の
情な
さ

け
に
て
露ろ
め
い命
を
つ
な
ぐ
こ
と
な
れ
ば
、
行ゆ

く
先さ
き

と
で
も
同お
な

じ

事
な
り
、
さ
ら
ば
貰も
ら

ひ
な
が
ら
に
熊く
ま
の野
ま
で
行ゆ

く
べ
し
、
と
所と
こ
ろの
人

に
暇い

と
ま
こ乞
ひ
し
け
れ
ば
、
心
な
き
土ど
み
ん民
ま
で
そ
の
心こ
ゝ
ろ
ざ
し
を
憐あ
は

れ
み
、

五
銭せ
ん

三
銭せ
ん

、
銭ぜ
に

を
集あ
つ

め
て
与あ
た

へ
し
か
ば
、
親お
や
こ子
喜よ
ろ
こび
立た

ち
出い
づ

る
。
未い
ま

だ
年と
し
は端
も
ゆ
か
ぬ
身
の
、
い
ざ
り
の
車く
る
まを
引ひ

く
程ほ
ど

に
、
こ
ゝ
か
し
こ

に
暇ひ
ま
ど取
り
、
又
山
坂さ
か

に
行ゆ

き
詰つ

ま
り
、
思お
も

は
ず
日ひ
か
づ数
を
重か
さ

ね
け
り
。

こ
れ
を
見み

て
子こ

ど
も供

大
勢ぜ

い

集あ
つ

ま
り
、
車く

る
まの

綱つ
な

を
ぞ
手て

つ
だ伝

い
け
る
。

（
通
行
人
）「
熊く
ま
の野
へ
行ゆ

く
と
は
、
お
ぼ
つ
か
な
い
」

（
お
さ
い
）「
御お

子こ

様さ
ま

方が
た

、
お
怪け

が我
を
あ
そ
ば
す
な
、
ア
イ
〳
〵
」

（
通
行
人
）「
人
柄が
ら

の
良よ

い
い
ざ
り
じ
や
」

（
子
供
）「
ハ
ァ
よ
い
〳
〵
」

（
子
供
）「
わ
い
〳
〵
と
つ
こ
い
〳
〵
」

（
喜
之
松
）「
小お
ぐ
り栗
判は
ん
ぐ
は
ん官
兼か
ね
う
ぢ氏
殿ど
の

は
、
お
曲き
よ
く
ば馬
乗の

り
が
名め
い
じ
ん人
だ
、
よ

い
〳
〵
よ
い
〳
〵
の
よ
ん
や
さ
」

十
二
ウ
・
十
三
オ

上か
う
づ
け野
を
出い
で

し
は
九
月
な
れ
共
、
北ほ
つ
こ
く国
の
習な
ら

い
に
て
十
月
半な
か

ば
ゝ
寒さ
む

さ

［
十
二
ウ
・
十
三
オ
］
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強つ
よ

く
、
大
雪ゆ
き

降ふ

り
、
親お
や
こ子
宿や
ど

る
べ
き
所
な
く
、
と
あ
る
軒の
き
し
た下
へ
車く
る
まを

寄よ

せ
て
、
古ふ
る

き
菰こ
も

を
身
に
纏ま
と

ひ
、
震ふ
る

へ
〳
〵
い
た
り
け
る
。
雪ゆ
き

は

次し
た
い第
に
降ふ

り
積つ

も
り
、
風か
ぜ

に
従し
た
がい
身
に
吹ふ

き
か
ゝ
り
寒か
ん
き気
肌は
だ
へを
通と
お

せ

ば
、
親お
や
こ子
は
手て

に
手て

を
取と

り
交か

は
し
涙な
み
だに
く
れ
て
い
た
り
け
る
。

母は
ゝ

は
あ
ま
り
の
悲か
な

し
さ
に
、そ
も
我わ
れ
〳
〵々

は
い
か
な
る
罪つ
み

の
報む
く

い
に
て
、

か
ゝ
る
憂う

き
目め

に
遭あ

ふ
事
ぞ
や
。
父ち
ゝ
う
へ上
此
世よ

に
在ま
し
まさ
ば
、
我わ

か
子こ

に

食し
よ
く
じ事
は
乞こ

は
せ
ま
じ
、
か
ゝ
る
軒の
き
ば端
に
宿や
ど

る
ま
じ
、
此
ま
ゝ
凍こ
ゞ

へ
死し

な
ん
身
の
、
生い

き
て
甲か

い斐
な
き
命
ぞ
や
、
せ
め
て
我わ

が
身
の
な
か
り

せ
ば
、
か
ゝ
る
辛
さ
は
さ
せ
ま
じ
き
を
、
幼
お
さ
な

心
の
孝か
う
〳行〵
に
ひ
か
さ
れ

て
、
つ
れ
な
き
命い
の
ちを
長な
が

ら
へ
て
因ゐ
ん
ぐ
は果
の
業が
う

を
果は

た
す
か
や
、
不ふ
び
ん憫
の

我わ

が
子こ

や
可か
わ
い愛
や
、
と
思お
も

は
ず
知し

ら
ず
、
声こ
へ

を
上あ

け
、
わ
つ
と
ば
か

り
に
泣な

き
け
る
は
理
こ
と
は
りせ
め
て
憐あ
は

れ
な
り
。

（
お
さ
い
）「
そ
な
た
も
寒さ
む

か
ら
う
、
可か
は
い愛
や
〳
〵
」

（
喜
之
松
）「
私わ
た
しは
な
に
、
寒さ
む

く
は
な
い
よ
」

（
八
左
衛
門
）「
ハ
テ
合が
て
ん点
の
行ゆ

か
ぬ
、
ひ
そ
〳
〵
と
、
泥ど
ろ
ぼ
う棒
の
囁さ
ゝ
やく

の
か
」

十
三
ウ
・
十
四
オ

［
十
三
ウ
・
十
四
オ
］
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此
家い
へ

の
主あ
る
じ、
百
姓せ
う

八
左
衛
門
、
親お
や
こ子
が
泣な

く
声こ
へ

を
聞き

い
て
、
か
ゝ
る
大
雪ゆ
き

の
夜よ

ふ更
け
に
人
の
声こ
へ

こ
そ
怪あ
や

し
け
れ
、
と
立
出い

で
、
何
者も
の

な
る

ぞ
早は
や

く
此こ

処ゝ
を
立
去さ

る
べ
し
、
と
叱し
か

り
け
る
を
、
喜
之
松
、
こ
れ
は
腰こ
し

の
抜ぬ

け
た
る
旅た
び

の
者も
の

、
此
雪ゆ
き

に
て
車
く
る
ま

動う
ご

き
か
ね
是ぜ

ひ非
な
く
此こ

処ゝ
に

宿や
ど

り
候
、
憐あ
は

れ
御
情な
さ

け
に
て
夜よ

の
明あ

け
る
ま
で
、
此
所
に
て
凌し
の

が
せ
て
賜た
ま
われ
、
と
泣な

く
〳
〵
詫わ

び
け
る
を
、
さ
て
は
此
頃ご
ろ

噂う
は
さあ
る
盗ぬ
す

人
の

手て

び引
き
す
る
奴や
つ

な
ら
ん
、
腰こ
し
ぬ抜
け
な
り
と
は
言い

へ
ど
も
、
見み

る
に
足あ
し
て手
も
満ま
ん
ぞ
く足
な
り
、
偽い
つ
はり
を
言い

ふ
奴や
つ

め
か
な
、
と
車く
る
まを
取と

つ
て
投な

げ
出い
だ

せ
ば
、
お
さ
い
は
転ま
ろ

び
落お

ち
け
る
。
喜
之
松
、
の
ふ
か
な
し
や
、
と
取と

り
縋す
が

る
を
、
あ
り
あ
ふ
天て
ん
び
ん
ぼ
う

秤
棒
に
て
打う

た
ん
と
振ふ

り
上あ

ぐ
る
。
所

の
庄し
や
う
や屋
通と
を

り
か
ゝ
り
、
八
左
衛
門
を
押お

し
と
ど
め
、
親お
や
こ子
を
見み

て
不ふ
び
ん憫
な
り
と
、
我わ

が
家や

の
軒の
き
し
た下
へ
連つ

れ
行ゆ

き
、
温あ
た
ゝか
き
物も
の

な
ど
食く

は
せ
、

熊く
ま
の野

へ
行ゆ

く
由よ

し

を
聞き

きゝ
、
厚あ

つ

き
筵む

し
ろを

着き

せ
て
憐あ

は

れ
み
労い

た
はり

け
る
。

（
八
左
衛
門
）「
う
ぬ
ら
は
泥ど
ろ
ほ
う棒
の
手て

び引
き
だ
な
」

（
喜
之
松
）「
い
へ
〳
〵
私わ
た
く
しど
も
は
、
左さ
や
う様
な
悪わ
る

い
者も
の

で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
」

（
お
さ
い
）「
ア
ヽ
お
許ゆ
る

し
な
さ
れ
ま
せ
」

（
庄
屋
）「
コ
レ
サ
〳
〵
あ
い
ら
に
怪け

が我
で
も
さ
せ
る
と
村む
ら

の
厄や
つ
か
い介
だ
」

十
四
ウ
・
十
五
オ

喜
之
松
は
様さ
ま
〳
〵々

の
艱か
ん
な
ん難
し
て
、
日
を
経へ

て
や
ふ
〳
〵
、
紀き
い
の
く
に

伊
国
熊く
ま
の
さ
ん

野
山
の
麓ふ
も
とに
着つ

き
、
も
は
や
こ
れ
よ
り
は
車く
る
まは
登の
ほ

り
難が
た

く
、
母は
ゝ

を
ば
麓
ふ
も
と

に
残の
こ

し
お
き
、
辺あ
た

り
の
家い
へ

に
て
古ふ
る

き
酒さ
か
だ
る樽
を
乞こ

い
受う

け
て
、
母は
ゝ

に
預あ
づ

け
、
本ほ
ん
ぐ
う宮
に
詣も
ふ

で
つ
ゝ
、
南な

む無
熊く
ま
の野
山
大
権ご
ん
げ
ん現
、
何な
に

と
ぞ
母は
ゝ

が
腰こ
し

、

再ふ
た
ゝび
元も
と

の
如ご
と

く
平へ
い
ゆ癒
な
さ
し
め
給た
ま

へ
、
と
丹
誠
を
尽つ

く
し
て
祈い
の

り
つ
ゝ
、
こ
れ
よ
り
毎ま
い
に
ち日
〳
〵
温お
ん
せ
ん泉
を
汲く

み
て
麓ふ
も
とへ
運は
こ

び
、
か
の
酒さ
か
た
る樽
の

内う
ち

へ
入い

れ
、
冷さ

む
れ
ば
石い
し

を
火
に
て
焼や

き
、
湯ゆ

の
中な
か

へ
浸つ

け
て
暖
あ
た
ゝ
めめ
、
母は
ゝ

の
腰こ
し

よ
り
下
を
浸ひ
た

し
け
る
。
げ
に
喜
之
松
が
孝か
う
〳行〵
の
真ま
こ
と
を
、
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熊く
ま
の野
三
社じ
や

権ご
ん
げ
ん現
憐あ
は

れ
み
給
ふ
故ゆ
へ

に
や
、
お
さ
い
が
痛
い
た
み

所し
よ

は
次し
だ
ひ第
〳
〵

に
快
こ
ゝ
ろ
よく
、
一
七
日
と
申
に
は
、
三
年
が
間
あ
い
だ

抜ぬ

け
た
る
腰こ
し

、
元も
と

の
如ご
と

く

立た

ち
け
れ
ば
、
喜よ
ろ
こ
ふ
事
限か
ぎ

り
な
く
、
辺あ
た

り
の
人
こ
れ
を
見み

て
、
親お
や

孝か
う
〳行〵
の
徳と
く

な
り
と
、
共と
も
〳
〵々

こ
れ
を
感か
ん

じ
け
る
。

（
喜
之
松
）「
な
に
、
母か

ゝ

様さ
ま

の
腰こ
し

が
立た

つ
た
と
や
、
嬉う
れ

し
や
、
有あ

り
難が
た

や
」

（
お
さ
い
）「
ア
ヽ
□
、
有あ

り
難か
た

や
。
我わ

が
子こ

の
本ほ
ん
も
ふ望
、
こ
れ
は
夢ゆ
め

か

や
」

（
辺
り
の
人
）「
御ご
り
し
や
う

利
生
は
相あ
う

添そ

は
れ
ぬ
、
不ふ

し

ぎ
思
議
〳
〵
」

十
五
ウ

麓ふ
も
との
人
は
言い

ふ
に
及
ば
ず
、
巫
か
ん
な
ぎ

別べ
つ
と
う当
ま
で
も
、
か
く
権ご
ん
げ
ん現
の
憐あ
は

れ

み
利り
や
く益
在ま
し
ます
親お
や
こ子
な
れ
ば
、
そ
の
ま
ゝ
に
は
置お

き
難が
た

し
と
、
色い
ろ
〳
〵々

世せ

は話
を
焼や

き
、
新あ
た
らし
く
衣い
る
い類
を
拵こ
し
らへ
、
親お
や
こ子
に
着き

せ
、
喜
之
松
が
優や
さ

し
き
心
ざ
し
な
れ
ば
、
当た
う
し
よ所
に
足あ
し

を
留と
ど

め
よ
、
と
勧す
ゝ

め
け
れ
ど
も
、

上か
う
づ
け野
の
国
に
て
も
諸し
よ
に
ん人
の
情な
さ

け
を
受う

け
た
れ
ば
、
本ほ
ん
ぶ
く復
し
た
る
体て
い

を

見み

せ
、
又
権ご
ん
げ
ん現
の
利り
や
く益
を
人
に
知し

ら
せ
た
し
、
と
言い

いゝ
け
れ
ば
、
さ

［
十
四
ウ
・
十
五
オ
］
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ら
ば
心
任ま
か

せ
に
す
べ
し
と
、
路ろ
せ
ん銭
ま
で
を
与あ
た

へ
け
る
。

「
敵か
た
き
う
ち討の
段だ
ん

は
此
後か
う
へ
ん編
を
御
覧ら
ん

可
被
下
候
」

（
お
さ
い
）「
も
ふ
今こ

ん
ど度
は
、
車く
る
まの
世せ

は話
が
な
く
て
良よ

か
ら
ふ
」

（
喜
之
松
）「
段だ
ん
〳
〵々

の
御
厚か
う
お
ん恩
、
申も
ふ

し
様よ
ふ

も
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
」

（
別
当
）「
ど
う
で
も
国く

に

へ
帰か
へ

る
の
か
、
や
れ
〳
〵
」

「
此
後
編
二
冊
物
出
来
仕
候
御
求
御
高
覧
之
程
奉
願
上
候
」

「
南
杣
笑
楚
満
人
作
」

十
六
オ

こ
ゝ
に
相あ
い
ば
ら原
五
郎
太
夫
が
本ほ
ん
さ
い妻
、
照て
り
は葉
は
夫お
つ
と
を
討う

た
れ
て
家か
め
い名
の

断だ
ん
ぜ
つ絶
を
悲か
な

し
み
、
心
な
ら
ね
ど
人
の
勧す
す

め
に
任ま
か

せ
、
敵か
た
きと
は
夢ゆ
め

に
も

知し

ら
ず
小お
た
む
ら

田
村
伊
介
を
後の
ち
ぞ
ひ添
に
入ゐ

れ
て
、
家い
へ

を
継つ

が
せ
三
年と
せ

が
程ほ
ど

を

過す

ご
し
け
る
。
あ
る
日
、
う
た
ゝ
寝ね

の
夢ゆ
め

に
先せ
ん

の
夫お
つ
と、
五
郎
太
夫

忽こ
つ
ぜ
ん然
と
現あ
ら
はれ
、
我わ
れ

こ
そ
汝な
ん
ぢが
今い
ま

の
夫お
つ
と、
小お
た
む
ら

田
村
伊
介
に
討う

た
れ
た
り
、

妾て
か
けの
お
さ
い
は
、
い
ざ
り
と
な
り
、
喜
之
松
諸も
ろ
と
も共
、
上か
う
づ
け野
国の
く
にに
あ
り
。

こ
れ
を
尋た

づ

ね
出い
だ

し
て
、
敵か
た
きを
討う

た
せ
、
修し
ゆ
ら羅
の
苦く
げ
ん患
を
救す
く

ひ
く
れ
よ
、

と
か
き
消け

す
様や
ふ

に
失う

せ
に
け
り
。
照て
り
は葉
、
目め

ざ覚
め
て
驚お
ど
ろき
、
思お
も

ひ
当あ

［
十
五
ウ
・
十
六
オ
］
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た
る
事こ
と

の
あ
れ
ば
、
こ
は
い
か
に
と
心
を
苦く
る

し
め
け
る
。

（
五
郎
太
夫
）「
敵
か
た
き

伊
介
を
後の
ち
ぞ
へ添
に
持も

つ
た
の
は
其そ
な
た方
知し

ら
ぬ
事
、
些
い
さ
ゝ

か
恨う
ら

み
と
は
思
は
ぬ
。
ど
ふ
ぞ
喜
之
松
を
見み

た立
て
ゝ
敵か
た
き
を
討う

た
せ
、

わ
し
が
修し
ゆ
ら羅
の
苦く
る

し
み
を
助た
す

け
て
下く
だ

さ
れ
。
と
ふ
か
ら
此
事
を
知し

ら

せ
た
く
思お

も

へ
ど
も
、
呵か
し
や
く責
の
暇い
と
まが
な
か
つ
た
わ
い
の
ふ
」

「
後
篇
二
冊
」

十
六
ウ
・
十
七
オ

照て
り
は葉
は
正ま
さ
しき
夢ゆ
め

は
見み

た
れ
ど
も
、
世よ

の
諺
こ
と
わ
ざに
も
夢ゆ
め

は
五
臓ぞ
う

の
患わ
づ
らい
と

言い

へ
ば
、
確た
し

か
に
そ
れ
と
も
極き
は

め
難が
た

く
、
あ
る
夜よ

、
伊
介
に
酒さ
け

を
過す

ご
さ
せ
、
話は
な
しの
う
ち
に
、
世よ

の
中な
か

の
人
は
妻つ
ま

の
為た
め

、
命い
の
ちを
捨す

つ
る
も

多あ
ふ

く
、
危あ
や

う
き
事
を
も
す
る
も
の
を
、
御
身
は
我わ
れ
ゆ
へ故
に
少す
こ

し
も
真ま
こ
とが

ま
し
き
事
を
し
給
ひ
た
る
事
な
し
。
我わ

が
身み

は
例た
と

へ
火
の
中な
か

水
の
底そ
こ

ま
で
も
共と
も

に
入い

ら
ん
、と
こ
そ
思お
も

ひ
つ
る
に
甲か

ひ斐
な
き
人
の
心
か
な
、

と
か
き
口く

ど説
け
ば
、
伊
介
は
酔よ

ひ
に
乗じ
や
うじ
て
、
今い
ま

ま
で
か
く
と
は
言い

は
ね
ば
、
知し

ら
ざ
る
は
理
こ
と
は
りな
が
ら
、
夫ふ
う
ふ婦
と
な
ら
ん
と
思
へ
ば
こ
そ
、

身
の
罪つ
み

を
も
顧か
へ
りみ
ず
人
の
命い
の
ちを
取と

り
た
り
、
と
言い

へ
ば
、
こ
は
我わ
れ
ゆ
へ故

［
十
六
ウ
・
十
七
オ
］
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い
か
な
る
人
を
か
殺あ
や

め
給
ひ
し
ぞ
、
包つ
ゝ

ま
ず
明あ

か
し
給
へ
、
隠か
く

し
給

ふ
は
聞き

こ
へ
ざ
る
御
心こ
ゝ
ろな
り
、
と
頻し
き

り
に
問と

ひ
し
か
ば
、
つ
ひ
に
五

郎
太
夫
を
討う

ち
た
る
様よ
ふ
す子
残の
こ

ら
ず
口く
ち
ば
し走
り
け
る
。
照て
り
は葉
は
わ
ざ
と
嬉う
れ

し
き
体て
い

に
も
て
な
し
け
る
が
、
さ
て
は
正ま
さ
ゆ
め夢
な
り
と
ぞ
驚お
ど
ろ
き
け
る
。

こ
ゝ
に
、
捨す

て
子ご

の
勝
之
介
、
腰こ
し
も
と元
お
か
や
と
馴な

れ
初そ

め
、
人
知し

ら

ず
忍し
の

び
会あ

い
し
が
、
唐か
ら
か
み紙
の
此こ
な
た方
に
て
委い
さ
ひ細
を
聞き

きゝ
届と
ゞ

け
る
。

（
照
葉
）「
嬉う
れ

し
い
ぞ
へ
」

（
伊
介
）「
な
ん
と
真し
ん
じ
つ実
で
あ
ら
う
が
」

（
勝
之
介
）「
ハ
テ
サ
テ
、
変か

わ
つ
た
睦む
つ
ご
と言
。
す
り
や
主し
ゆ

人
の
敵か
た
きは
今

の
主し
ゆ

人じ
ん

か
」

（
お
か
や
）「
お
前ま
へ

は
何な
に

を
聞き

きゝ
と
れ
て
ゐ
る
の
じ
や
へ
」

十
七
ウ
・
十
八
オ

か
く
て
、
照て
り
は葉
は
伊
介
が
口く
ち
ば
し走
り
し
を
聞き

きゝ
、
も
し
喜
之
松
が
手て

び引

き
し
て
、
悪あ
く

人
な
が
ら
伊
介
を
討う

た
せ
な
ば
、
こ
れ
ま
た
今い
ま

の
夫お
つ
とを

殺こ
ろ

す
な
り
。
そ
の
ま
ゝ
置お

か
ば
、
冥め
い
ど途
の
夫お
つ
と
へ
言い

いゝ
訳わ
け

な
し
、
と

途と
ほ
う方
に
暮く

れ
て
居ゐ

た
り
し
が
、
文ふ
み

細こ
ま

々〴
〵

と
認し
た
ゝめ
、
腰こ
し
も
と元
お
か
や
を
呼よ

［
十
七
ウ
・
十
八
オ
］
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び
、
委い
さ
い細
具つ
ぶ
さに
言い

いゝ
聞き

か
せ
、
五
郎
太
夫
が
刀
か
た
な

一
腰こ
し

取と

り
出い
だ

し
、
急い
そ

ぎ
上か
う
づ
け野
へ
行ゆ

き
、
か
の
い
ざ
り
女
親お
や
こ子
に
巡め
ぐ

り
会あ

ひ
、
此
文ふ
み

と
此

刀か
た
なを
渡わ
た

し
く
れ
よ
、
と
頼た
の

み
、
金
三
十
両
路ろ
ぎ
ん銀
に
せ
よ
、
と
遣つ
か

は
し

け
る
。
お
か
や
委い
さ
い細
を
聞き

きゝ
、
さ
ら
ば
こ
れ
よ
り
す
ぐ
に
行ゆ

か
ん
、

と
言い

いゝ
し
を
止と
ゞ

め
、
故ゆ
へ

な
く
暇い
と
まを
出い
だ

し
て
は
、
伊
介
が
怪あ
や

し
み
思
ふ

べ
し
、
明あ

す日
折せ
つ
か
ん檻
の
上う
へ

追お

ひ
出い
だ

さ
ん
、
と
約や
く
そ
く束
す
る
。
又
、
勝
之
介

は
二
才
の
時と
き

拾ひ
ろ

は
れ
、
か
く
成せ
い
て
う長
せ
し
は
、
先せ
ん

五
郎
太
夫
が
恩お
ん

な
れ

ば
、
主し
ゆ
じ
ん人
の
敵か
た
きを
討う

た
ん
と
思お
も

へ
ば
、
今
の
主し
ゆ

人
ゆ
へ
、
心
を
ぞ
痛い
た

め
け
る
。

（
照
葉
）「
ど
ふ
ぞ
、
探さ
が

し
出い
だ

し
手て
は
た渡
し
し
て
た
も
れ
。
得と
く
し
ん心
で
嬉う
れ

し

い
。
必か
な
らず
漏も

れ
ぬ
よ
ふ
に
」

（
お
か
や
）「
か
し
こ
ま
り
ま
し
た
。
親お
や
ぢ父
に
申
し
聞き

か
せ
二
人
で
探さ
が

し
ま
せ
う
」

（
勝
之
介
）「
ハ
テ
何な
ん

と
し
た
も
の
じ
ゃ
ナ
ァ
」

十
八
ウ
・
十
九
オ

照て
り
は葉
は
か
ね
て
お
か
や
と
約や
く
そ
く束
な
れ
ば
、夫お
つ
とに
様さ
ま
〳
〵々

悋り
ん
き気
を
言い

いゝ
て
、

［
十
八
ウ
・
十
九
オ
］
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は
し
た
な
く
罵の
ゝ
しり
打て
う
ち
や
く擲し
、
大だ
い
じ事
の
夫お
つ
とを
寝ね

と取
ら
ん
と
す
る
曲く
せ
も
の者
、
そ
の
ま
ゝ
に
て
お
く
べ
き
、
と
悪あ
く
か
う口
す
る
。
元も
と

よ
り
伊
介
も
覚お
ぼ

へ
な

き
事
な
れ
ば
、
迷め
い
わ
く惑
し
て
色い
ろ
〳
〵々

宥な
だ

め
け
れ
共
、
聞き

きゝ
入い

れ
ず
、
あ
ま
つ
さ
へ
夫お
つ
とを
も
、
訳わ
け

あ
れ
ば
こ
そ
此
女お
ん
なを
庇か
ば

い
給
ふ
と
覚お
ぼ

へ
た
り
、

と
言い

いゝ
募つ
の

り
、
急い
そ

ぎ
お
か
や
が
宿や
ど

を
呼よ

び
寄よ

せ
、
お
か
や
不ふ
と届ゞ
き
な
る
事
あ
れ
ば
、
暇い
と
まを
遣つ
か

は
す
な
り
、
早は
や

く
引ひ

き
取と

り
て
行ゆ

く
べ
し
と
、

日
頃ご
ろ

の
情な
さ

け
深ふ
か

き
に
引ひ

き
替か

へ
て
、
葛つ
ゞ
ら籠
、
櫛く
し
ば
こ箱
ま
で
投な

げ
出い
だ

し
て
、
這ほ
う
〳這〵
追お

ひ
出い
だ

し
け
る
。
こ
れ
は
伊
介
に
怪あ
や

し
め
ら
れ
さ
る
謀
は
か
り

事
に

て
あ
り
け
る
。

（
伊
介
）「
こ
れ
は
〳
〵
何な
に

事
じ
や
」

（
照
葉
）「
此
あ
ま
め
は
裾す
そ
つ
ぱ
り張な

ふ
と
い
や
つ
だ
。
ち
つ
と
渋し

ぶ
り
か
は皮が

剥む

け
た
と
思お

も

つ
て
、
わ
し
が
大だ

い
じ事

の
夫お

つ
とへ

、
手て

も
ね
へ
く
せ
に
、
足あ

し

を

つ
け
よ
ふ
と
は
、
ふ
さ
〴
〵
し
い
。
痛い
た

い
か
〳
〵
、
ヱ
ヽ
も
ふ
じ
れ
つ
た
へ
」

（
お
か
や
）「
ア
イ
〳
〵
、
御
免め
ん

〳
〵
」

（
伊
介
）「
日ひ
ご
ろ頃
に
合
は
せ
ぬ
悋り
ん
き気
焼や

き
餅も
ち

、珍め
づ
らし
い
事
じ
や
。も
ふ
〳
〵
堪か
ん
に
ん忍
し
て
や
れ
〳
〵
。俺お
れ

ま
で
迷め
い
わ
く惑
。そ
ん
な
事
は
な
い
よ
〳
〵
」

十
九
ウ
・
二
十
オ

お
か
や
が
親お
や

、
源
次
兵
衛
は
娘む
す
めが
火く
は
き
う急
に
暇
い
と
ま

出い

で
た
る
事
、
い
か
な
る
仕し

を落
ち
と
尋た
づ

ね
し
に
、
実じ
つ

は
照て
り
は葉
が
頼た
の

み
に
て
、
腰こ
し

の
抜ぬ

け
た
る

女
と
十
三
、四
の
男お
と
この
子こ

、
上か
う
づ
け野
の
国く
ににゝ
ゐ
る
よ
し
、
探さ
が

し
く
れ
と
の
頼た
の

み
に
て
、
路ろ
ぎ
ん銀
ま
で
貰も
ら

い
し
、
と
語か
た

れ
ば
源
次
兵
衛
聞き

きゝ
、
そ

れ
は
思お
も

ひ
当あ

た
る
事
あ
り
、
三
、四
年ね
ん

以ゐ
ぜ
ん前
、
彼か

の
屋や
し
き敷
よ
り
忍し
の

び
出い

で
た
る
女
と
男お
と
この
子こ

、
様や
う
す子
あ
ら
ん
と
窺う
か
ゞい
し
に
女
は
塀へ
い

を
飛と

び

損そ
ん

じ
て
、
腰こ
し

を
痛い
た

め
、
動う
ご

く
事
な
ら
ざ
る
ゆ
へ
、
気き

の
毒ど
く

に
思お
も

ひ
、
負お

ぶ
い
て
山
越ご

し
に
上か
う
づ
け野
の
方ほ
う

へ
送お
く

り
し
が
、
そ
の
時と
き

わ
ざ
と
子し
さ
い細

は
聞き

か
ざ
れ
ど
も
、
今い
ま
〳
〵々

思お
も

ひ
合あ

は
す
る
に
そ
の
人ひ
と
〳
〵々

に
相さ
う
ゐ違
な
く
、
二
人
の
面め
ん
て
い体
、
夜よ
る

な
れ
ど
も
よ
く
覚お
ぼ

へ
て
い
る
な
れ
ば
、
我わ
れ

も
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一い
つ
し
よ緒
に
立た

ち
越こ

へ
尋た
づ

ぬ
べ
し
、
と
物も
の
ま
い参
り
の
体て
い

に
て
親お
や
こ子
連つ

れ
立だ

ち

出い

で
立た

ち
け
る
。

（
お
か
や
）「
討う

ち
入い

っ
て
の
お
頼た
の

み
ゆ
へ
、
お
請う

け
や
ひ
申
ま
し
た
」

（
お
か
や
）「
叩た
ゝ

か
れ
た
も
言い

い
交か

は
し
た
狂き
や
う
げ
ん言さ
」

（
源
次
兵
衛
）「
ム
ヽ
ウ
、
そ
れ
で
読よ

め
た
、
よ
し
〳
〵
」

（
源
次
兵
衛
）「
俺お
れ

は
ま
た
、
日ひ
ご
ろ頃
お
情な
さ

け
深ぶ
か

い
と
聞き

い
た
の
に
、
何な
に

を
し
く
じ
つ
て
火く
は
き
う急
の
お
暇い
と
まと
案あ
ん

じ
た
」

二
十
ウ

さ
れ
ば
照て
り
は葉
は
、
冥め
い
ど途
とゝ
此
世よ

の
二ふ
た
す
じ筋
の
義ぎ

り理
に
絡か
ら

め
ら
れ
、
胸む
ね

を

苦く
る

し
め
け
る
が
、
お
か
や
に
、
喜
之
松
お
さ
い
が
事
を
頼た
の

み
お
き
、

も
は
や
心
に
か
ゝ
る
事
も
な
し
と
、
そ
れ
よ
り
わ
ざ
と
気き

の
違ち
が

ひ
た

る
体て
い

に
て
、
様さ
ま
〳
〵々

な
る
無む

だ駄
事
を
言い

いゝ
て
、
泣な

き
つ
笑わ
ら

い
つ
狂く
る

い
回ま
は

れ
ば
、
伊
介
を
始は
じ

め
家か
な
い内
の
者も
の

、
色い
ろ
〳
〵々

と
介か
い
ほ
う抱
せ
し
に
、
折お
り

を
窺う
か
ゞひ
、

つ
い
自じ
が
い害
し
失う

せ
に
け
る
。
伊
介
は
驚お
ど
ろき
、
も
し
や
助た
す

か
る
事
も
あ

ら
ん
か
、と
心こ

ゝ
ろを
尽つ

く
し
た
れ
ど
も
、そ
の
甲か

ひ斐
つ
い
に
な
か
り
け
り
。

（
勝
之
介
）「
こ
れ
も
ふ
し
、
何な
に

ゆ
へ
の
お
自じ
が
い害
じ
や
」

［
十
九
ウ
・
二
十
オ
］
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（
照
葉
）「
ア
ヽ
ひ
い
や
り
と
よ
い
心こ
ゝ
ろ
も持
ち
じ
や
」

（
伊
介
）「
気き
ち
が違
い
殿ど
の

こ
れ
は
ど
ふ
だ
、
ひ
い
や
り
ど
こ
か
こ
れ
や
ァ

い
〳
〵
〳
〵
」

二
十
一
オ

源
次
兵
衛
、
お
か
や
は
、
照て

り
は葉

が
自じ

が
い害

せ
し
事
を
聞き

きゝ
、
い
よ
〳
〵

命い
の
ちに
懸か

け
て
、
喜
之
松
親お
や
こ子
を
尋た
づ

ね
出い
だ

さ
ん
と
、
急い
そ

ぎ
上か
う
つ
け野
へ
立た

ち

越こ

へ
、
此こ

処ゝ
彼か
し
こ処
問と

ひ
歩あ
る

き
け
る
に
、
そ
の
い
ざ
り
女
は
先せ
ん
げ
つ月
、

熊く
ま
の野
のゝ
温お
ん
せ
ん泉
に
入い

ら
ん
と
車く
る
まに
て
上の
ぼ

り
た
り
、
は
や
五
十
日
程
に
な

れ
ば
、熊く
ま
の野
の
山
に
ぞ
ゐ
る
な
ら
ん
、と
確た
し

か
に
聞き

きゝ
、さ
ら
ば
我わ
れ
〳
〵々

も
熊く
ま
の野
ま
で
尋た
づ

ね
行ゆ

か
ん
、
と
思お
も

ひ
立た

ち
、
道み
ち
〳
〵々

か
ゝ
る
女お
ん
なの
い
ざ

り
の
車く
る
まに
乗の

り
た
る
が
通と
を

り
し
や
、と
問と

ひ
〳
〵
尋た
づ

ね
て
上の
ぼ

り
け
る
。

（
村
人
）「
な
る
ほ
ど
〳
〵
、
村む
ら

で
も
随ず
い
ぶ
ん分
目め

を
か
け
て
や
り
ま
し
た
」

（
村
人
）「
い
ざ
り
で
も
良い

いゝ
女お
ん
なさ
」

（
源
次
兵
衛
）「
そ
れ
は
年と
し
か
つ
か
う

格
好
も
私
わ
た
く
し

共ど
も

が
尋た
づ

ぬ
る
人
に
違ち
が

ひ
は
ご

ざ
ら
ぬ
」

（
源
次
兵
衛
）「
熊く
ま
の野
ま
で
行ゆ

き
ま
し
た
か
」

［
二
十
ウ
・
二
十
一
オ
］
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二
十
一
ウ
・
二
十
二
オ

熊く
ま
の
さ
ん

野
山
の
利り
や
く益
に
て
、
三
年ね
ん

の
腰こ
し
ぬ抜
け
元も
と

の
如ご
と

く
本ほ
ん
ぶ
く復
し
て
、
喜
之

松
親お
や
こ子
一ひ
と
ま先
づ
上か
う
つ
け野
へ
立た

ち
帰か
へ

る
道み
ち

に
て
、
い
つ
ぞ
や
雪ゆ
き

降ふ

り
に
盗ぬ
す

人
な
り
と
怪あ
や

し
め
ら
れ
、
難な
ん
ぎ儀
し
た
る
時と
き

、
労い
た
はり
く
れ
た
り
し
庄し
や
う
や屋

が
方か
た

へ
立た

ち
寄よ

り
、
礼れ
い

を
述の

べ
け
る
。
庄し
や
う
や屋
、
腰こ
し

の
立た

ち
た
る
を
見み

て
肝き
も

を
潰つ
ぶ

し
て
、
権ご
ん
げ
ん現
の
利り
や
く益
を
感か
ん

じ
け
れ
ば
、
百
姓せ
う

八
左
衛
門
聞き

い
て
大
き
に
驚お
ど
ろき
、
か
く
の
如ご
と

く
神か
み
ほ
と
け仏の
擁を
ふ
ご護
し
給
ふ
人ひ
と
〳
〵々

を
知し

ら

づ
し
て
、
辛つ
ら

く
当あ

た
り
し
勿も
つ
た
い体
な
や
、
と
後こ
う
く
は
い悔し
親お
や
こ子
へ
様さ
ま
〳
〵々

詫わ

び

言こ
と

を
言い

いゝ
、
そ
の
上う
へ

我わ

が
家や

へ
伴と
も
な
ひ
女
房ぼ
う

諸も
ろ
と
も共
、
色い
ろ
〳
〵々

馳ち
そ
う走
し
て

逗と
う
り
う留
さ
せ
け
る
に
、
親お
や
こ子
は
元も
と

常ひ
た
ち陸
の
者も
の

と
聞き

きゝ
、
八
左
衛
門
涙な
み
だな

が
ら
語か
た

り
け
る
は
、
前ま
へ
ど度
、
能の
う
ら
く楽
者も
の

に
て
夫ふ
う
ふ婦
奉ほ
う
か
う公
稼か
せ

ぎ
に
出い
で

し
が
、

故ゆ
へ

あ
つ
て
二
才
に
な
る
子こ

を
、
相あ
い
ば
ら原
五
郎
太
夫
と
い
ふ
人
情な
さ

け
深ふ
か

し

と
聞き

い
て
、
門か
ど
ぐ
ち口
へ
捨す

て
た
り
し
に
、
案あ
ん

の
如ご
と

く
取と

り
上あ

げ
育そ
だ

て
ゝ

家け
ら
い来
と
し
給
ふ
よ
し
、
も
は
や
十
七
才
と
覚お
ぼ

へ
た
り
、
そ
の
後の
ち

は

如い
か何ゞ
な
り
し
や
知し

ら
ず
、
と
言い

ふ
。
お
さ
い
聞き

い
て
、
そ
の
五
郎
太

夫
こ
そ
此
子
の
父ち

ゝ

よ
、
捨す

て
子ご

は
勝
之
介
也
、
と
聞き

い
て
尚な
を
〳
〵々

た
ま

げ
、
さ
て
は
大
切せ
つ

の
御
主し
ゆ
じ
ん人
な
り
、
と
て
敬う
や
まひ
け
る
。

［
二
十
一
ウ
・
二
十
二
オ
］
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（
八
左
衛
門
）「
女
房ぼ
う

も
私
わ
た
く
しも
若わ
か
げ気
に
て
、
つ
ま
ら
ぬ
訳わ
け

ゆ
へ
是ぜ

ひ非
な

く
捨す

て
ま
し
た
」

（
女
房
）「
不ふ

し

ぎ
思
議
な
ご
縁ゑ
ん

で
ご
ざ
り
ま
す
」

（
庄
屋
）「
そ
れ
で
は
貴き
さ
ま様
逃の
が

れ
ぬ
人
じ
や
」

（
お
さ
い
）「
私わ

た
しも
勝
之
介
は
可か
わ
ひ愛
が
つ
て
や
つ
た
も
の
さ
」

（
喜
之
松
）「
そ
れ
は
〳
〵
気き

の
軽か
る

い
良よ

ひ
者も
の

よ
」

二
十
二
ウ
・
二
十
三
オ

お
か
や
源
次
兵
衛
は
道み
ち

に
て
、
先せ
ん
じ
つ日
、
車く
る
ま
に
乗の

り
し
い
ざ
り
女
、

熊く
ま
の野
のゝ
温お
ん
せ
ん泉
に
て
治な
お

り
、
歩あ
る

い
て
下く
だ

る
と
の
評ひ
や
う
ば
ん判、
そ
れ
は
い
づ
く

に
ゐ
る
ぞ
、
と
聞き

く
に
、
此
間あ
い
だは
百
姓せ
う

八
左
衛
門
が
家い
へ

に
逗と
う
り
う留
し
て

い
る
と
の
事
、
急い
そ

ぎ
八
左
衛
門
が
方か
た

へ
訊た
づ

ね
来き

た
り
、
お
さ
い
に
会あ

い
、
三
年ね
ん

以い
ぜ
ん前
山
道み
ち

を
送お
く

り
し
者も
の

也
、
と
名な

の乗
り
、
又
、
娘む
す
めお
か
や

は
照て
り
は葉
が
方か
た

よ
り
送お
く

り
し
文ふ
み

と
形か
た
み見
の
刀か
た
なを
差さ

し
出い
だ

し
、
口
上
を
述の

ぶ
る
。
お
さ
い
文ふ
み

を
開ひ
ら

き
見み

れ
ば
、
夫
お
つ
と

五
郎
太
夫
を
殺こ
ろ

せ
し
は
、
浪ら
う

人
小お
た
む
ら

田
村
伊
介
な
り
、
此
刀か
た
なこ
そ
父ち
ゝ

が
形か
た
み見
な
れ
ば
、
こ
れ
に
て
敵
か
た
き

伊
介
を
討う

つ
べ
し
、
自み
づ
から
は
敵か
た
きの
奸か
ん
け
い計
に
か
ゝ
り
て
身
を
汚け
が

し
た
れ

［
二
十
二
ウ
・
二
十
三
オ
］
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は
、
そ
の
言い
ゝ
わ
け

い
訳
に
自じ
が
ひ害
す
る
、
と
の
事
な
り
。
親お
や
こ子
は
こ
れ
を
見み

て
、
あ
る
い
は
喜よ
ろ
こ
び
、
ま
た
照て
り
は葉
が
志
こ
ゝ
ろ
ざ
しを
悲か
な

し
み
、
皆み
な
〳
〵々

袖そ
で

を
そ

濡ぬ

ら
し
け
る
。
さ
れ
ば
敵か
た
きの
知し

れ
た
る
上う
へ

は
、
一い
つ
こ
く刻
も
早は
や

く
討う

ち
取と

つ
て
、
父ち
ゝ

に
手た

む向
け
ん
と
勇い
さ

み
け
る
。

（
喜
之
松
）「
父と

ゝ

様さ
ま

の
敵か
た
きが
知し

れ
た
か
へ
」

（
お
さ
い
）「
テ
モ
照て
り
は葉
様さ
ま

の
自じ
が
い害
と
は
是ぜ

ひ非
も
な
ひ
」

（
八
左
衛
門
）「
は
て
さ
て
入い

り
組く

ん
だ
訳わ
け

だ
」

（
お
か
や
）「
私
わ
た
く
しを
覚お
ぼ

へ
て
ご
ざ
る
か
な
、
変か

は
っ
た
ご
縁ゑ
ん

で
ご
ざ
り

ま
し
た
」

（
源
次
兵
衛
）「
ヤ
レ
〳
〵
、
尋た
づ

ね
ま
し
た
」

二
十
三
ウ
・
二
十
四
オ

喜
之
松
お
さ
い
は
急い
そ

ぎ
、
お
か
や
源
次
兵
衛
と
常ひ
た
ち陸
へ
赴お
も
むか
ん
と
し

け
れ
ば
、
八
左
衛
門
も
我わ

が
子こ

に
会あ

い
た
く
思
ひ
て
、
御
供と
も

せ
ん
と

後あ
と

の
事
は
女
房ぼ
う

に
言い

いゝ
含ふ
く

め
五
人
連づ

れ
に
て
下く
だ

り
、
源
次
兵
衛
が
方か
た

へ
落お

ち
着つ

き
、
敵か
た
きの
様や
ふ
す子
を
聞き

か
ん
と
、
お
か
や
に
文ふ
み

を
し
た
ゝ
め

さ
せ
、
勝
之
介
が
方か
た

へ
遣つ
か

わ
し
け
れ
ば
、
早さ
つ
そ
く速
来き

た
り
、
人ひ
と
〳
〵々

に

［
二
十
三
ウ
・
二
十
四
オ
］
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対た
い
め
ん面
し
、
あ
り
し
事
ど
も
語か
た

り
け
る
。
八
左
衛
門
は
勝
之
介
を
見み

て
、
我わ
れ

こ
そ
汝な
ん
ぢが
二ふ
た

つ
の
時と
き

、
拠よ
ん
ど
こ
ろ所な
き
訳わ
け

に
て
相あ
い
ば
ら原
の
門も
ん

へ
捨す

て
た

る
実じ
つ

の
親お
や

な
り
、
と
名な

の乗
り
て
互た
が

ひ
に
涙な
み
だに
噎む
せ

び
、
か
く
足あ
し
て手
の
伸の

び
た
る
は
、
主し
ゆ
じ
ん人
の
大
恩お
ん

、
身み

を
粉こ

に
砕く
だ

く
と
も
な
か
〳
〵
尽つ

き
ず

と
有あ

り
が
た難
く
存ぞ
ん

ず
る
、
と
言い

ふ
に
、
お
さ
い
、
そ
な
た
を
招ま
ね

く
事
他ほ
か

な
ら
ず
、
五
郎
太
夫
の
敵か
た
きと
言い

ふ
は
小お
た
む
ら

田
村
伊
介
な
り
、
何な
に

と
ぞ
手て

ひ引

き
し
て
、
此
子
に
討う

た
せ
く
れ
よ
、
と
頼た
の

む
。
勝
之
介
も
か
ね
て
立た

ち
聞ぎ

きゝ
し
て
、
敵か
た
きは
伊
介
と
知し

り
け
れ
ど
も
、
今い
ま

の
主し
ゆ
じ
ん人
な
る
故ゆ
へ

、

思
ひ
扱あ

つ
かひ
ゐ
た
り
し
に
、
人ひ
と
〳
〵々

に
頼た
の

ま
れ
、
心
決け
つ

し
て
請う

け
合あ

ひ
、
し
ば
ら
く
時じ
せ
つ節
を
待ま

ち
給
へ
、
た
ゞ
今い
ま

忍し
の

び
入い

ら
せ
ん
は
易や
す

け
れ
ど
、

も
し
仕し
そ
ん損
ぜ
ば
無む
ね
ん念
な
り
、
良よ

き
折お
り

を
見み

て
知し

ら
せ
ん
、
と
約や
く
そ
く束
を
ぞ
し
た
り
け
る
。

（
お
か
や
）「
さ
ぞ
嬉う
れ

し
か
ら
ふ
、
私わ

た
しも

久ひ
さ

し
ぶ
り
で
顔か

ほ

を
見み

て
嬉う

れ

し
い
」

（
八
左
衛
門
）「
ヤ
レ
〳
〵
大
き
く
な
つ
た
。
さ
ぞ
今い
ま

迄
は
俺お
れ

を
鬼お
に

か
鬼き
じ
ん神
と
思
つ
て
い
た
ら
ふ
が
の
、
難む
づ
かし
い
訳わ
け

で
仕し
か
た方
な
し
に
捨す

て
た

が
、
忘わ
す

る
ゝ
間ま

は
無な

か
っ
た
」

（
勝
之
介
）「
さ
て
は
お
前ま
へ

は
父と
ゝ
さ
ま様
か
。
照て
り
は葉
様さ
ま

御
夫ふ
う
ふ婦
の
お
情な
さ

け
故ゆ
へ

、
斯か
や
ふ様
に
成せ
い
じ
ん人
致い
た

し
ま
し
た
」

（
源
次
兵
衛
）「
な
る
ほ
ど
、
憐あ
は

れ
な
対た
い
め
ん面
だ
」

（
お
さ
い
）「
そ
な
た
を
頼た
よ

り
に
し
て
い
る
ほ
ど
に
、
必か
な
らず
頼た
の

み
ま
す
」

二
十
四
ウ
・
二
十
五
オ

あ
る
夜よ

、
勝
之
介
走は
し

り
来き

た
り
、
明あ

す日
こ
そ
小お
た
む
ら

田
村
伊
介
、
内な
い
〳
〵々

の
用や
う
じ事
あ
り
て
、
供と
も

を
も
連つ

れ
ず
た
ゞ
一
人
他た
ぎ
や
う行
す
る
也
。
ほ
う
を
う

じ
村む

ら

辺あ
た

り
に
待ま

ち
給
へ
。
討う

つ
べ
き
時と
き

は
此
節せ
つ

な
り
、
と
知し

ら
せ
け
る
ほ
ど
に
、
人ひ
と
〳
〵々

勇い
さ

み
、
早さ
う
て
う朝
よ
り
も
支し
た
く度
し
て
、
幸さ
い
はひ
源
次
兵
衛

が
心
こ
ゝ
ろ

安や
す

き
所と
こ
ろあ
れ
ば
、
こ
れ
を
頼た
の

み
忍し
の

び
ゐ
て
、
今い
ま

や
通と
を

る
と
待ま

ち
ゐ
け
る
。
か
く
と
は
知し

ら
ず
小お
た
む
ら

田
村
伊
介
た
ゞ
一
人
に
て
通と
を

り
し
を
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見
る
と
等ひ
と

し
く
親お
や
こ子
駆か

け
出い

で
、
い
か
に
小お
た
む
ら

田
村
伊
介
、
汝な
ん
ぢが
為た
め

に

討う

た
れ
た
る
相あ
い
ば
ら原
五
郎
太
夫
が
忘わ
す

れ
形が
た
み見
喜
之
松
、
同お
な

じ
く
妾て
か
けお
さ

い
、
尋じ

ん
ぜ
う常
に
勝せ
う
ぶ負
せ
よ
、
と
詰つ

め
掛か

く
る
。
伊
介
か
ら
〳
〵
と
う
ち

笑は
ら

い
、
か
く
現あ
ら
われ
た
る
上う
へ

は
是ぜ

ひ非
も
な
し
、
い
か
に
も
相あ
い
ば
ら原
五
郎
太

夫
を
討う

つ
た
る
は
か
く
言い

ふ
小お
た
む
ら

田
村
伊
介
な
り
、
い
で
〳
〵
汝な
ん
ぢら
返か
え

り
討う

ち
に
し
て
く
れ
ん
、
と
段だ
ん
ひ
ら
も
の

平
物
を
ひ
ら
り
と
抜ぬ

き
、
暫し
ば
らく
斬き

り

合あ

ひ
し
が
天て
ん
め
い命
に
背そ
む

き
た
る
小お
た
む
ら

田
村
、
か
弱よ
は

き
親お
や
こ子
が
一い
ち
ね
ん念
の
刃や
へ
ばに

当あ

た
り
か
ね
、
つ
い
に
此こ

処ゝ
に
て
討う

た
れ
し
は
、
心こ
ゝ
ち地
よ
く
こ
そ
見み

へ
に
け
る
。

（
八
左
衛
門
）「
急せ

く
ま
い
〳
〵
そ
ふ
だ
〳
〵
」

（
源
次
兵
衛
）「
ア
ヽ
潔
い
さ
ぎ
よひ
〳
〵
そ
こ
を
つ
け
こ
ん
で
〳
〵
」

（
喜
之
松
）「
小お
た
む
ら

田
村
伊
介
、
天て
ん
う
ん運
循じ
ゆ
ん
く
は
ん
環
、
父ち
ゝ

の
敵
か
た
き

思お
も

ひ
知し

つ
た
か
」

（
伊
介
）「
小こ
し
や
く癪
な
奴や
つ

ら
だ
、
飛と

ん
で
火
に
入い

る
夏な
つ

の
虫む
し

、
俺お
れ

を
討う

と

ふ
と
は
虫む

が
い
ゝ
。
一い
ち
〳
〵々

返か
へ

り
討う

ち
だ
ぞ
、
ア
ヽ
こ
れ
は
久ひ
さ

し
い

台せ
り
ふ詞
だ
」

（
お
さ
い
）「
こ
な
た
の
巧た
く

み
で
様さ
ま
〳
〵々

の
艱か
ん
な
ん難
し
た
わ
い
の
ふ
」

（
勝
之
介
）「
も
ふ
〳
〵
逃の

が

れ
ま
せ
ぬ
、
討う

た
れ
て
つ
か
わ
さ
れ
ま
せ
」

［
二
十
四
ウ
・
二
十
五
オ
］
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二
十
五
ウ

さ
て
も
相あ
い
ば
ら原
喜
之
松
、
難な
ん

な
く
父ち
ゝ

の
敵か
た
き、
小お
た
む
ら

田
村
伊
介
を
討う

ち
取と

り

再ふ
た
ゝび
世よ

に
出い

で
、
栄さ
か

へ
し
か
ば
、
勝
之
介
と
お
か
や
と
夫ふ
う
ふ婦
に
な
り
、

源
次
兵
衛
は
楽ら

く

隠ゐ
ん
き
よ居
、
ま
た
八
左
衛
門
も
国く
に
も
と元
へ
立た

ち
帰か
へ

り
数あ
ま
た多

田で
ん
ぢ地
を
増ふ

や
し
て
、
皆み
な
〳
〵々

め
で
た
く
栄さ
か

へ
け
る
。
こ
れ
偏ひ
と
へに
孝か
う
〳行〵
の

志こ
ゝ
ろ
ざ
しを

熊く
ま
の野

権ご
ん
げ
ん現

感か
ん
を
う応

ま
し
〳
〵
、
か
ゝ
る
利り

や
く益

を
施ほ

ど
こ

し
給
ふ
と
、

貴き
せ
ん賤
上
下
押お

し
並な

べ
て
感か
ん

ぜ
ぬ
者も
の

こ
そ
な
か
り
け
る
。

（
お
さ
い
）「
ア
ヽ
嬉う
れ

し
や
〳
〵
」

（
喜
之
松
）「
め
で
た
い
〳
〵
」

（
お
か
や
）「
お
め
で
と
ふ
存ぞ
ん
じ知
ま
す
」

（
勝
之
介
）「
お
め
で
た
い
〳
〵
」

「
戯
作
南
杣
笑
楚
満
人
」

「
豊
国
画
」

お
わ
り
に

　

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
板
坂
則
子
先
生
、
二
又
淳
先
生
に
御
教
示
賜
り
ま
し
た
。
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

［
二
十
五
ウ
］
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